
□

備　考

地盤改良

長期許容支持力度

備　考
Fq＝N／mm2 cm

所要スランプ

普通

普通

普通

軽量 比重　　　ton/m3

ＪＩＳ Ｇ3551 規格品

梁・間柱

柱

ＳＳ４００ JIS G3101 規格品

大臣認定品

１８

１８

１５１８

１８１８

１８

普通

ＳＤ３９０ D29以上

D19 以上D25まで

S13

２４ ２４

□

■

■　独立基礎

３００

■ ベタ基礎

４．工事現場溶接の場合はすべての完全溶け込み溶接部を対象とする。

範囲及び仕様は意匠図による。

基礎底深さ　設計GL-1.76m、設計GL-1.06m、1FL－2.35m、1FL－3.30m

■　布基礎

通しダイアフラム

内ダイアフラム

JIS G3350 規格品

JIS G3136 規格品

JIS G3136 規格品

胴縁

柱 JIS G3444 規格品

JIS G3466 規格品間柱・胴縁

浅層混合処理工法

注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする

□ ■ エルマッドＳ工法(同等品)（技術審査証明を取得した工法とする）

改良先端深さ　1FL-4.65m

（　）

の
材
令
日

コ
ン
ク
リー

ト

工区ごと、かつ、150 m3 以下にほぼ均等に分割した単位ごとに行うものとする。特記仕様は、■印のついたものを適用する。

工事名称

建築場所

ブレース

柱 脚

壁

□

鉄 筋

■

％）

■

■

■ ■

■

外観検査　（検査率

非破壊検査 超音波探傷検査（１検査ロットに 箇所）

□ □破壊検査 引張試験（１検査ロットごとに５個）

■ □■ Ｈ型 （タガ型）

□ ＳＰ型 （スパイラル型）とする。

柱の帯筋 Ｗ型 （溶接型）の加工方法は、

高強度せん断補強筋の加工等については使用する製品の仕様による。

「鉄筋継手工事標準仕様書　ガス圧接継手工事」による。

鉄筋は、JIS G 3112 の規格品とする。

型 枠

■

コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにし、

コンクリートの養生（令７５条による）

型枠存置期間（令７６条による）

かつ、乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う事。

■ 材料、合板厚 12mm を標準とする。

□

原則として D19 未満は、重ね継手とする。継手（D19 以上）のガス圧接は、日本鉄筋継手協会

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所（200 箇所を

超えるときは、200 箇所ごと）を１検査ロットとする。１検査ロットごとの検査回数は

ンドセメントンドセメント
普通ポルトラ早強ポルトラ

のＢ種
混合セメント

混合セメント
のＡ種

左記のすべてのセメント

基礎、梁側、柱及び壁

せき板
種類

部位 スラブ下、梁下

せき板 支 柱

設計基準強度の 100%

（JASS 5 による）

注）１．片持梁、庇、スパン 9.0m 以上の梁下は、工事監理者の指示による。

    ２．支柱の盛りかえは原則として行わない。

    ３．上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

法第20条第一号から第3号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類

するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対し

て構造耐力上安全なものであること。

規準以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの

梁貫通孔に準ずる。

以下とし管の間隔は

■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、工事監理者に報告すること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

■

■

■

■

がないものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の

構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート

造の場合は鉄製の支柱を設けたものを除き、90ｃｍ以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5ｃｍ以上とした鉄筋コ

ンクリート又は厚さが25ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリー

トブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

□

□

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれ

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有

効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は

可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その

他の振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

こと。

■

■

■

■

■

■

■

■

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする

とすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

敷砂利

（単位：mm）

■

基礎スラブ下

土間コンクリート下

使用箇所 備  考

砂利、捨コンクリート地業

コンクリート

基礎

既製杭

）□ □（

（ ）□

□

鋼管杭

□

□ 拡大根固め工法

杭の継手

アーク溶接

□ 無溶接継手

種  類 材  料 工  法

□ 場所打ち

コンクリート杭

コンクリート □ アースドリル杭

□

□

□

ＢＨ杭

深礎杭

所要スランプ

セメント量

水セメント比

鉄  筋

を確認すること。）要 不要 （基礎底で地耐力

施工計画書承認 杭施工結果報告書

載荷試験

杭仕様

本設杭を兼ねる □

直接基礎

支持層

専用試験杭とする。

厚さ　（ｔ＝　　　）

型式 厚さ　（ｔ＝　　 ）

各設計施工標準図参照

ＡＬＣ版

折　版

デッキプレート

母　屋□

屋根、床

□

建築用ターンバックル の規格品とする事

ハイベースエコ□ 　

ＡＬＣ

胴　縁

□ 厚さ　（ｔ＝１００）　　縦壁ロッキング工法

基礎下■

基礎ばり下

施工については設計図書に記載されている事項を除き「標仕」による。

鉄骨工事は指示のない限り下記による

工作図 施工計画書製作工場 製作要領書

工事監理者の承認を必要とするもの

鉄骨製作管理技術者登録機構「突き合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

日本建築学会「JASS 6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

組立・開先検査 製品検査現寸検査 建方検査

鋼材 高力ボルト スタッドボルト

社内検査表

材料規格証明書または試験成績書

□□

工事監理者に検査を連絡し、指示をうけるもの

 グレードと同等以上とする。

製作工場は (株)日本鉄骨評価センター又は (株)全国鉄骨評価機構による 

日本建築学会各工事標準仕様書及び施工指針

設計図

設計図書優先順位は次の通りとする。

質疑回答書

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（以下「標仕」という）（公共建築協会の最新版）

コンクリートの種別（コンクリートの材料は、令７２条による）

１. 骨材、水及び混和材料は、酸・塩・有機物又は泥土を含まない事。

　（鉄筋防錆・コンクリート凝結防止）

２. 骨材は、鉄筋相互間及び鉄筋とセキ板との間を容易に通る大きさとする事。

４. 上記及び下記のコンクリートは、必要な強度、耐久性及び耐火性を得る事。

鉄  筋

鉄  骨

ボルト

使用箇所
の種類 Fc＝N／mm2

品質基準強度設計基準強度コンクリート

捨コンクリート

土間コンクリート

種  類 径 備  考

異形鉄筋

溶接金網

・継手

D16以下は重ね継手とする。

D19以上はガス圧接

種  類 使用箇所 備  考

鋼  材

種  類

高力ボルト

高力ボルト接合は、日本建築学会発行「高力ボルト接合設計施工指針」による事。

すべり係数はμ＝

□

以上とする事。

高力ボルト　　　すべり係数試験 要 否

□

（　　　　　　規格品）

図示による

アンカーボルト

中ボルト

図示による

頭付スタッド シャコネクタ 規格品とする事

□

コンクリートブロック

□ □Ａ種 Ｂ種 Ｃ種□

トルシア型髙力ボルト(S10T)　JSSⅡ09　大臣認定品

溶融亜鉛めっき髙力ボルト 1種(F8T相当)　大臣認定品

JIS型髙力ボルト 2種(F10T)　JIS B1186

■ D16 以下

　　加えた値とする。 

５. 構造体コンクリートの調合管理強度は、下記の品質基準強度Fqに構造体強度補正値mSnを 

ベースパック

耐久設計基準強度 Ｆｄ■

使用するコンクリートは、JIS A5308（レディーミクストコンクリート）に適合する JIS 認証工場の

製品とし、施工に関しては設計図書に記載されている事項を除き、「標仕」による。 

養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、

■

■

■

鉄筋コンクリート造などの構造耐力上主要な部分に用いられるコンクリート

■

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は同一試料

から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

注）コンクリート中に含まれる塩化物の含有量の基準

セメントは、JIS R5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影したカラー写真を保管し承認を得る。

については、原則として塩化物量は 0.3 ㎏／m3 以下（塩素イオン換算）とする。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として JASS 5（T-502）により行い、試験結果の

短期 標準 長期

令39条の規定(屋根葺き材等)に関する取り付けにあっては、構造耐力上安全なものにすること。□

３. 骨材は、適切な粒度及び粒形とする。

構造体コンクリート強度用

調合管理強度用

コンクリートの強度試験■

本

本

(標準養生)

(標準養生、工事現場における水中養生

型枠取り外し、予備用

又は封かん養生)

供試体の数量

■ 調合管理強度用及び構造体コンクリート用の供試体の採取の頻度は、打ち込み日ごと、打ち込み

供試体の作成方法は、調合管理強度用については 1台の運搬車から採取した試料で同時に 3個の

　

　

■ 構造体コンクリート強度の判定（標準養生の場合）は、材齢２８日の圧縮強度試験の１回の

試験の結果が、調合管理強度以上であれば合格とする。

■ コンクリートの練り混ぜから打込み終了までの時間は、外気温が 25 ℃以下の場合は 120分

以内とし、25 ℃を超える場合は 90分以内とする。

供試体を作成する。その他の試験用については適切な間隔を空けた 3台の運搬車から、それぞれ

試料を採取し、1台につき 1個（合計 3個）の供試体を作成する。

■

試験杭位置は基礎伏図による

e-pile next工法

■

□

■

■

静岡県熱海市下多賀９１８－１外

躯体

□

■

■

■ ■

■

■

型式 ＱＬ－９９－５０－１２(同等品) 厚さ　（ｔ＝１.２）■

■

■

■

□

□

□

□ □

□

■

玉石混じり砂礫層

■□

□ □

□□ 試験杭   　本

■

■

■

■

■

■ ■ ■ ■

Ｍ

■

■

■ ■

■

■ ■ ■ ■

接合部の検査

接合部の溶接は下記によること

□

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロ

日本建築学会　「溶接工作基準、同解説Ⅰ～Ⅸ」

３．工場溶接の場合

　　平均出検品質限界(ＡＯＱＬ)は、4.0％、検査水準は、第６水準とする。

完全溶込み部の超音波探傷試験は次による。

１．試験の規準は、(社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。

２．試験箇所数の数え方は、ＪＡＳＳ６ 表５.１「溶接箇所数の数え方」に準ずる。

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)■

高力ボルトの締付けの順序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは

原則として２度締めとする。締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行

われているか検査する。

錆止め塗料の種類

防錆塗装

塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場

の部分とする。錆止め塗料は、２回塗りを標準とする。

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

□

溶融亜鉛めっき　　　範囲及び仕様は意匠図による。

耐火被覆の材料

■

■

■

■

□

■

■

ベースパック柱脚工設計施工標準図による

■

■

■

■

厚さ　（ｔ＝１.０）型式 ＪＦ７５－１０（同等品）

３５－１６Ｒ、３０－１２Ｖ、４０６－１３Ｖ３

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ □□

（仮称）南あたみこども園建設等工事

１.一般事項

７．その他

６．設備関係

２．使用材料

３．地業工事

４．鉄筋コンクリート工事

５．鉄骨工事

特 記 仕 様

（旧建設大臣認定工法）

（認定工法）

（日本建築センターの評定

を取得した工法とする。）

（３）

（４）

（１）

　１．

　２．

　３．

　４．

（２）

（６）

（７）

（８）

（８）

　

（２）

１００

３０

（ＨＯＯＰ）

（３）

平
均
気
温

１０

７

５

８

５

３

５

３

２

 0℃以上

 5℃以上

15℃以上

セ

メ

ン

ト の
種
類

存
置
期
間
中
の

コンクリートの

圧 縮 強 度
５Ｎ／ｍｍ2以上

（２） その他の事項

１／３

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法による。

（１）

（１）

（１）

捨コンクリート

５０

５０

（１）

（２）

Ｂ種 Ｃ種Ａ種

STK400 STK490

ＰＨＣ セメントミルク工法

拡底アースドリル杭

Ｆｃ＝２４N／mm2

１８ｃｍ

３４０㎏／ｍ3

５５％以下

 ＳＤ３４５　（Ｄ１９以上）

　　　ｋＮ／ｍ2

 ＳＤ２９５Ａ（Ｄ１６以下）

ＪＩＳ Ａ ５５４０，５５４１

６０

１５０

ｋＮ／ｍ2

（１）

（２）

（３）

ＳＳ４００

（２）

（３）

（４）

ＢＣＲ２９５

０．４５

Ｍ１２

（ＪＩＳ　Ｂ１１９８）

（５）

（ｔ＝　　　）

ＳＤ３４５

ＫＳＳ７８５

ワイヤーメッシュ

６０

令第１２９条の２の３の事項

３

３

必要に応じて定める。

ＳＤ２９５

５０，－ ６０，－

（５）

（４）

（６）

ＪＩＳ Ｋ ５６７４ （鉛クロムフリーさび止めペイント）

ＪＩＳ Ｋ ５６２５ （シアナミド鉛さび止めペイント）

（７）

φ１９（Ｈ＝８０）・φ　　（Ｈ＝　　）

Ｃ－１００×５０×２０×２.３　＠４５５(目地部分 ダブル)

FnA、FnB、FnC下は　地盤改良

ＳＳＣ４００

ＳＮ４９０Ｃ

ＳＮ４００Ｂ

ＳＴＫ４９０

ＳＴＫＲ４００

1FL-1.75～4.60

Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des.

　　　
日比野 輿水 秦 構造特記仕様

１０１
NO SCALE26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



定　　着　　の　　長　　さ 投影定着長さコンクリート

フックなし フックありの設計基準
鉄筋の種類

強度 Ｌ３ Ｌ３ｈ Ｌａ Ｌｂ
2 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ１ｈ Ｌ２ｈ（Ｎ／ｍｍ ）

小 梁 スラブ 小 梁 スラブ

１８ ４５ｄ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２０ｄ １５ｄ

２１ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ １５ｄ １５ｄ

２４,２７ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ ２０ｄ １５ｄ １５ｄ

３０,３３,３６ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ ２０ｄ １５ｄ １５ｄ

１８ ５０ｄ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２０ｄ ２０ｄ１０ｄ
かつ２１ ４５ｄ ３５ｄ ２０ｄ ３０ｄ ２５ｄ １０ｄ － ２０ｄ ２０ｄ

１５０mmＳＤ３４５
以上２４,２７ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ ２０ｄ １５ｄ

３０,３３,３６ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ ２０ｄ １５ｄ １５ｄ

２１ ５０ｄ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２０ｄ ２０ｄ

２４,２７ ４５ｄ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２０ｄ ２０ｄＳＤ３９０

３０,３３,３６ ４０ｄ ３５ｄ ３０ｄ ２５ｄ ２０ｄ １５ｄ

Ｌ１，Ｌ１ｈ：２.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

Ｌ２，Ｌ２ｈ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着長さ。

Ｌ３：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。

ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

Ｌ３ｈ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

フックあり定着の場合は、フック部分　を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

軽量コンクリートの場合は、表の数値に5dを加えたものとする。

鉄筋の重ね継手の長さは（２）鉄筋の定着の長さの表におけるＬ１、Ｌ１ｈの値とする。

末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。

継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

鉄筋径の差が５㎜を超える場合は、圧接としてはならない。

ＳＤ２９５

※
ｎ ｍ  (例　) Ｒ １ １５

※

Ｄ１６

以上

以
上

以
上

フックのある場合

以
上

以
上

フックのない場合
(幅止め筋)

圧接の場合

柱脚主筋の定着

柱脚天端が地中梁天端より突出する場合は

柱脚主筋の四隅はフック付とする。

帯 筋

帯筋の割付け
帯筋より１サイズ太い

鉄筋又は同径のものを

２本重ねたものとする。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 標 準 配 筋 図 １構 造 規 準 図 １

ｄ
Ｄ

４ｄ

ｄ
Ｄ

６
ｄ

ｄ
Ｄ

８
ｄ

ｄ
Ｄ

ｄ４
ｄ

Ｄ

４
ｄ

鉄筋のかぶり鉄筋の継手及び定着の長さ

鉄筋の最小かぶり厚さ

柱，梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

基礎配筋要領構造図面に記載された事項は、本標準配筋図に優先して適用する。
構　造　部　分　の　種　類 最小かぶり厚さ(mm)

仕上げありス　  ラ　  ブ 直接基礎の場合 杭基礎の場合本図に該当しないものは適用しない。
耐力壁以外の壁

仕上げなし

記 号 仕上げあり
屋  内土に接しない部分

基礎 基礎梁 基礎小梁 基礎片持梁 基礎片持小梁 柱 仕上げなし

は　　　　　　　り柱 間柱 梁 小梁 片持梁 片持小梁

以
上

仕上げあり耐　　　力　　　壁
屋  外壁 耐震壁 土圧壁 床版 片持床版 耐圧版

仕上げなし

且
つ

擁壁・耐圧スラブ
階数、部材番号記号

柱・はり・スラブ・耐力壁
土に接する部分 以上

基礎・擁壁・耐圧スラブ
階数 柱番号 屋根 梁番号 壁番号

はかま筋なし はかま筋あり はかま筋なし はかま筋あり
煙突等高熱を受ける部分

鉄筋の表示記号 (注)

以
上

(注) ※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、特記による。

「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、仕上塗材，吹付け又は塗装等の異形鉄筋 基
礎

筋

基
礎

筋

鉄筋の耐久上有効でない仕上げのものを除く。記  号

床版、梁、基礎及び擁壁で直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。
末端部の表示記号

塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所には、上表は適用しない。

以
上

は
か
ま
筋

は
か
ま
筋

　フック フック 以上 　フック 異形鉄筋 フックなし 鉄筋の主筋心間隔

主筋心間隔 主筋心間隔
鉄筋径 鉄筋径

基礎梁の下端筋と重なる基礎筋には立ち上がり部分をつけない。

異 杭基礎で一本打ちの場合は左側による。

丸形

鋼鉄 基礎接合部の補強

筋
以上

鉄筋の折り曲げ形状及び寸法

(注) 梁、柱の二段筋は上表の主筋心間隔を厳守する。

鉄筋の継手 （粗骨材の最大寸法は ） ダブルすべてのコンクリート

鉄筋の継手曲げ 鉄筋の保護
折 曲 げ 図

角度  鉄筋の組立て後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡し、直接鉄筋の上を歩かないようにする。

以下  コンクリート打込みによる鉄筋の乱れは、なるべく少なくする。

 特にかぶり厚さ及び間隔の保持に努める。

以上 以上 以上 以上

梁
巾

以上 以上以上 以上 場所打ちコンクリート杭
隣合う継手の位置 の三角壁厚さは、 以上又は基礎梁巾とし

斫り部分 主筋はコンクリート打設前に
   杭頭処理 配筋は、 たてよこダブルとする。

保護チューブ等で養生すること。
以上 以上以上 以上

以上以上 以上 以上

杭
主

筋

以
上

余
盛

り
高

さ

(注) Ｄは、曲げ内のり直径
(注) の重ね長さは 以上とし

片持ちスラブの先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを
へりあき ヶ所溶接とする。

以上用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。
以上とし、主筋の継手は

番線結束とし全鉄筋について ヶ所
(注)但し、スラブ及び壁の場合で 以下は除く。

以上とする。

溶接金網の継手及び定着

重
ね
継

手

節半以上且つ節半以上且つ スペーサー以上以上
一段につき４ヶ所鉄 筋 鉄 筋

交互に配置

補強リング

重ね継手の長さ 定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

溶
接

（１）

（注） １.

１５０ｍｍ １５０ｍｍ

（２）

帯筋はＨ型とし、フック及び継手の位置は交互とする。

（３）

Ｐ＠

１.一般共通事項 ４.基  礎

    
Ｃ     Ｇ Ｗ

２.鉄筋加工、かぶり

３.杭

（４）（２）

１）

（１）（１）

２０
（２）

３０

余長
（３） ３０ ４ｄ

Ｆ－ ＦＧ－ ＦＢ－ ＦＣＧ－ ＦＣＢ－ ３０

Ｃ－ Ｐ－ Ｇ－ Ｂ－ ＣＧ－ ＣＢ－
３０

Ｗ－ ＥＷ－ ＲＷ－ Ｓ－ ＣＳ－ ＦＳ－ ２
０
ｄ

４０

４０
（４）

Ｌ１
４０

１５ｄ
６０

６０

（５） １.
１.

２.

Ｌ
２

２.Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１９
３.

３.
４.

４.
（６） ５.

５.
６.

９φ １３φ １３５゜ ９φ １３φ ９０゜ １６φ １８０゜ （５） Ｌ
２

ｍｍ ｍｍ

(注)１.
Ｄ１６ ５０ １６φ ５０

２.
Ｄ１９ ５５ １９φ ５５

Ｌ１ｈ Ｄ２２ ６０ ２２φ ６０

Ｌ１ｈ、Ｌ２ｈ又はＬ３ｈ （２）Ｄ２５ ７０ ２５φ ７０

Ｄ２９ ８０
２－Ｄ１６

Ｄ３２ ９０
（１）

Ｌ
１

Ｄ３５ ９５

Ｌ２１. Ｄ１３＠２００Ｌ
２

Ｌ
２

（３） ２５ｍｍ

１）ＳＲ２３５ ＳＤ３９０ （６）
Ｗ１ＳＲＲ２３５ １.

Ｈ
≦
１
０

０
０

１）
Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ１９

２.
～Ｄ３８ ～Ｄ３８ ２） Ｈ

≧
１
０
０
０

３－Ｄ１６
３. ４５゜～ ６０゜

３００
４.３ｄ ３ｄ ４ｄ ５ｄ１８０ﾟ Ｄ

５.

Ｌ１６.

４ｄＤ ５ｄ３ｄ ３ｄ１３５ﾟ （１）
２） Ｗ１ ２５０

Ｄ１３＠２００
Ｌ１ｈ

４ｄ ５ｄＤ ３ｄ ３ｄ９０ﾟ
Ｌ１ｈ

ａ Ｌ１ｈ ａ Ｌ１ｈ

８
０
０

ａ≧０.５Ｌ１ｈａ＝０.５Ｌ１ｈ

・
４

０
ｄ

１３５ﾟ Ｌ１
５ｄＤ ３ｄ ３ｄ ４ｄ９０ﾟ

Ｌ１

Ｌ１ ａ Ｌ１ａ

ａ≧０.５Ｌ１ａ＝０.５Ｌ１１.
１.ＨＯＯＰ ３０ｄ１

０
０

２.
２ （５ｄ＋５ｄ）

２００
ａ ２. ４５ｄ １０

ａ≧４００ｍｍ

３
Ｄ１６

３）

４
５

ｄ

１１
１５０ｍｍ１５０ｍｍ

 ＦＢ－４.５×５０ ＠２０００

Ｌ２Ｌ３
Ｌ２ Ｌ２

ＦＢ－６×５０（φ≦１.５ｍ）＠２０００

ＦＢ－９×７５（φ＞１.５ｍ）＠２０００
φ

５
ｄ

３
０

ｄ

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

５.柱脚

≧６ｄ

ｄ

Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des.

　　　
日比野 輿水 秦 NO SCALE構造規準図１

１０２

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



0 0 0

0

0

1/4D 3/4D

D
折り曲げ起点は3/4Dを超えることを原則とする。

0 0 0

0

0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

1/4D 3/4D
0 0

D
折り曲げ起点は3/4Dを超えることを原則とする。

吊り上げ筋帯筋の割付け 梁主筋の切断位置

大梁の場合
一般の場合 壁ばりの場合

上 端柱筋の継手及び定着

帯 筋継 手 定 着 最上階１ １
かぶり厚さ 上下の柱断面が異なる柱頭の鉄筋 ４未満 ４以上

場合、帯筋は、一般の 下 端
が多い場合

帯筋より１サイズ太い 吊り上げ筋

鉄筋又は同径のものを

２本重ねたものとする。

１ １
一般階

上階の鉄筋 小梁の場合４未満 ４以上

が多い場合 ハンチが有る場合
梁面より割付ける。

上 端

図示のない事項については、一般の場合に同じ。 

柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を 下 端以上
吊り上げ筋

又は とする範囲は、その柱

に取り付くすべての梁を考慮して適用する。下階の鉄筋

が多い場合 なお、 は、特記された帯筋の間隔を示す

片持梁の場合

１ １
鉄筋のしぼり方 一般階

４未満 ４以上

段違い梁

帯筋より1サイズ太く 吊り上げ筋は とする。
又は同サイズ２本

（注）図示のない項は大梁に準ずる。柱脚の鉄筋 水平方向にも適用する。

ハンチの傾斜は特記による。特記がなければ とする。が多い場合

あばら筋の形状及び割付け小梁の場合

以上 あばら筋の形状

下端筋・斜め又は水平定着としてもよい。
二段筋の保持

以
上

継手及び圧接中心位置は、はり上端から 以上 以下

且つ （ｈoは柱の内のり高さ）以下とする。 且
つ

継手長さ  とし、定着長さ及び余長は、上図による。
（注） ａ は主筋間隔を厳守すること。

原則として のフック先曲げとする。片側スラブ付きで
上端筋・斜め定着としてもよい。

両側スラブ付きで 又は とすることができる。帯 筋

フック位置は にあたっては交互 に当たってはＨ形 （注）図示のない項は大梁に準ずる。斜め柱、斜め梁

　　　下端筋に引っ張りが働く場合は、定着をＬ２とする。 スラブ側とする。

以上
片持梁の場合 あばら筋の割付け

先端の折曲げ長さＬは、

はりせいからかぶり厚さを除いた長さとする。

梁
Ｄ

Ｗ－Ⅰ形   溶接は、鉄筋の組立前に行う。

先端に小梁のある場合
間隔が一様でハンチのない場合

柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ

（注）図示のない項は大梁に準ずる。 は片面溶接 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 柱幅と斜材幅が異なる 柱脚で斜材となる

梁主筋の継手位置両面溶接 以上

大梁の場合の範囲の柱の帯筋は一段太いものとする。丸形Ｗ－Ⅱ形   

上 端
間隔が一様でハンチのある場合

Ｄ

主筋の定着
下 端

ＳＰ形（スパイラル筋） 大梁の場合
継手位置を示す。

は中間部 且つ 以上

末端部の添巻は 巻以上とする。
梁の端部で間隔が異なる場合

小梁の場合
最上階

あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

は、特記されたあばら筋の間隔を示す。フック及び継手の位置は、交互とする。 上 端

Ｗ－Ⅰ形が困難な箇所は、監督職員の承諾を受けて、Ｗ－Ⅱ形とすることができる。 腹筋及び幅止め筋

Ｄ 腹  筋
幅止め筋

不  要下 端
一般階

腹 筋

ハンチが無い場合 D

継手位置を示す。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 標 準 配 筋 図 ２構 造 規 準 図 ２

（３）（３）

１）

Ｌ１
１５ｄ１５ｄ １５ｄ１５ｄ

１.５Ｐ２＠
（１）

Ｌ１

Ｐ２＠
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０
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Ｄ／２ １）

（イ） （ロ） （ハ）（５）１５０ｍｍ １５０ｍｍ
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２
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ａ
（注） １. ５００ｍｍ １５００ｍｍ １
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４
ｄ２. Ｌ１

ａ Ｌ３
６φ-＠１０００

（注） １. 、（イ）
ａ

（ロ）、 （ハ） （ロ）（２）

２. 、（イ） 、（ロ）（６）１）

Ｌ２

3/4D
３） ２）２－Ｄ１３２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｌ２
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Ｐ＠３０ ３０
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26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



孔径が梁せいの1/10以下、かつ150未満の場合、上表は

適用しない。但し、へりあき175は確保すること。

d

φ
2

φ
1

1/4D 3/4D

D
折り曲げ起点は3/4Dを超えることを原則とする。

1.孔の径は梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

2.孔の上下方向へりあきｄの限度は下図による。

3.孔の際位置の限度は、柱及び直交する梁（小梁）の面から梁せいＤ以上離す。

4.孔が並列する場合の中心間隔（水平距離とする。上下及び斜めは不可）は、

  孔の平均径の３倍以上とする。

5.孔の径が梁せいＤの1/10以下、かつ、100mm未満のものは補強を省略することができる。

6.補強筋は認定品とし、原則として以下の製品とする。

  他製品を使用の場合は設計者の承諾を要する。
1/4D 3/4D

D
折り曲げ起点は3/4Dを超えることを原則とする。

7.地中梁の孔の際位置の限度は、上記３におけるＤの値をＤ／２且つ１.０ｍ

  と読み替えるものとする。

へりあき（上下）最小寸法

梁せい Ｄ（cm） へりあき ｄ（cm）

500≦Ｄ＜700 ｄ≧175

700≦Ｄ＜900 ｄ≧200

900≦Ｄ＜1,250 ｄ≧250

1,250≦Ｄ ｄ≧0.2Ｄ

　　　　　ＭＡＸウェブレン(BCJ-RC0097-06)　　　　　テイエム技研㈱

　　　　　ＭＡＸリンブレンＫ型(BCJ-RC0184-06)　　　丸井産業㈱

　　　　　ダイヤレンＮＳ(BCJ-RC0124-07)　　　　　　コーリョー建販㈱

基礎梁連通管スリーブ補強図

ＦＧ・ＦＢ連通管は、 に適用する。

位置は意匠図による。

□－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

２－Ｄ１３１５０φ半割

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 標 準 配 筋 図 ３

（３） 壁 （４） 柱付きの壁が大梁からはずれる場合 （５） コンクリートブロック帳壁との取合い

Ｄ１３
コンクリートブロック帳壁が土間コンクリート

梁 上に設置される場合の補強筋は、下図による。

Ｌ
１

（１） 主筋の定着 Ｄ１０＠２００Ｄ１０＠２００
帳壁

独立基礎及び杭基礎の場合

の
厚
さ

コ
ン
ク

リ
ー

ト

ハッチ部分は大梁を打増しする。※ ※ ＝８００柱 ＲＣ壁

梁
せ
い

Ｄ

Ｄ１３
Ａ

（６） スラブの打継ぎ補強配筋等

５０≦Ａ≦１２０ のとき上図のように ａ≦３００とする。
梁せいＤ 3×(φ1＋φ2)/2

補強を行う。 （ａ） 土間スラブの打継ぎ補強 （ｂ） 土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

（注）※主筋の定着はやむを得ない場合、上向きとすることができる。 基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、 土間コンクリートの補強筋は、Ｄ１０＠２５０シングル梁下打ち増しは意匠的に、支障のある場合は、
柱

設計者に確認する。 打継ぎを設ける場合の補強は下図による。 （タテヨコ共）とする。なお、基礎梁との接合部は、

下図による。

布基礎及びベタ基礎の場合

※ ※
継手位置

Ｃ Ａ Ｃ ｘ
／

４

継手位置

短 辺 方 向 Ｂ

ｘＡ Ｂ Ａ 上 端 筋

長 辺 方 向 Ｂ（注）※主筋の定着はやむを得ない場合、上向きとすることができる。

Ｃ Ａ Ｃ ｘ
／

４

短 辺 方 向 Ａ,Ｃ

下 端 筋
（２） 主筋の切断位置

長 辺 方 向 Ａ,Ｃ

２０ｄ １５ｄ １５ｄ ２０ｄ
ｘ／４ ｘ／４

（１） 定着 Ｌ２且つ中心点を超える
１５０程度ｙ

 梁に  柱に１） ２）

Ｌ
２

（１） 屋根スラブ （平面図）

１
５

０
程

度

ａ

Ｌ
２

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、
５－Ｄ１０（　＝１５００） Ｌ

２

Ｌ
２

Ｌ２

／４ ／２ ／４o o o Ｌ
２
且

つ
中
心
点
を

超
え
る

配置する。

o
横筋の配置は上下端とも梁、又は床面に 縦筋は、柱面に一本目を配置する。

一段目を配置する。

３） 床に  （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

（３） 主筋の継手位置 Ｌ２ Ｌ２ イ５－Ｄ１０（　＝１５００） 受筋Ｄ１０

（２） 出隅部の配筋上 端
１－Ｄ１３

１－Ｄ１３ １０００１） 補強の配筋は特記による特記のない場合は、 ２） 出隅受け部（下図（ロ）のハッチ部分）の

は い は スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合   配筋は特記による。 Ｄ１０＠１００  ダブルとする。配筋方法は、 イ１０００１－Ｄ１３

 下図（イ）による。
イは壁配筋と同じに ろ に

出隅部分の補強筋梁（１） １－Ｄ１３ 受筋Ｄ１０

1／２ Ｌ１下 端
１） 増し打ちについては、上端・下端増し打ち共に、Ａ≧７０のとき下図のようにする。 ４） 壁と壁 （平面図）

Ｌ２
o／４ o／２ o／４ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２イ Ｌ２

Ｌ３o 出隅部

Ａ 梁 幅 ｂ イ 一般スラブ配力筋
Ｌ１1／２ 1／２※

Ｌ
２

※ ２－Ｄ１３Ｌ
２

２－Ｄ１３

Ｌ
２

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３　　　　ｂ＜３５０ ２－Ｄ１６Ｌ
２

Ｌ
２

基礎種別 継手位置

2 2

シングル配筋 ダブル配筋３５０≦ｂ≦５００ ３－Ｄ１６

Ａい   ろスラブが付かない場合

／
２

／
２

独立基礎及び杭基礎の場合 イ

1 1５００＜ｂ　　　　 Ｄ１６＠２００
い   にスラブが付く場合 （２） コンクリートブロック帳壁出隅部分の補強筋 出隅受部

下端増し打ち 上端増し打ち Ｌ
３

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２（注） ≧ とする。 （注） ≧ とする。補
強

筋
の

定
着

1 2 1 2布基礎及びベタ基礎の場合 は   ろ

２） 梁横増し打ち
11

※ ※
(イ) (ロ)

１－Ｄ１３Ｌ
１

Ｌ
１

１－Ｄ１３

Ｄ１０＠４００
Ｄ１０＠４００

Ｄ１０ Ｄ１０ o
ｈ Ｄ１０＠４００

o ｔ ｔ

ｈ（３） スラブ開口部の補強 （４） スラブに段差のある場合

（１） 異形鉄筋の末端部には、下記の場合にフックをつける。

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２ Ｈ≦７０の場合スラブ開口の最大径が７００ｍｍ以下の場合は、
Ｄ１０＠６００

Ｄ１０＠６００１） 柱の四隅にある主筋（下図の●印）で、重ね継ぎ手及び最上階の柱頭にある場合。
１－Ｄ１３下図により開口によって切られる鉄筋と同量のＤ１６ Ｄ１６ Ｈ

ｈＡ Ａ Ｌ
１

２） 梁主筋の重ね継ぎ手が、梁の出隅及び下端の両端（下図の●印）にある場合。 Ｄ１３Ｄ１０鉄筋で周囲を補強し、隅角部は、斜め方向に、

 但し、基礎ばりを除く。 ※補強筋は、 ＳＴＰ と同径、同ピッチ　７０≦Ａ＜３５０ ３５０≦Ａ≦５００ ２－Ｄ１３（　＝２Ｌ１）を、上下筋の内側に
Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２１－Ｄ１３５Ｈ柱 梁 配筋する。

一般の場合 下部防水立ち上がりのある場合（２） 柱 ※ ※ Ｄ１６
Ｌ１

７０＜Ｈ≦１５０

Ｌ
１

Ｄ１３
ロ柱 幅 Ａ （注） １.ｈ ≦２５ｔo 且つ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁又は

Ｌ２

Ａ Ａロ ロ 柱がある場合は除く。
３５０≦Ａ＜６５０ ３－Ｄ１６ ｎ２本

Ｈ３） 煙突の鉄筋(壁の一部となる場合を含む)。 ２.ｈはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００
６５０≦Ａ≦９００ ４－Ｄ１６Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
１

４） 杭基礎のベース筋。 ３.継手部は必ずモルタルを充てんすること。
ｎ２／２

Ｌ２ １－Ｄ１３Ｄ１６Ｂ Ｂ ９００＜Ａ　　　　 Ｄ１６＠２００５） 帯筋、あばら筋及び幅止め筋。
Ｌ
１ ｎ１／２

350ｎ１本（２） 丸鋼の末端部には、フックをつける。
　７０≦Ｂ＜３５０ ３５０≦Ｂ≦５００ ※補強筋は、 Ｈ００Ｐ と同径、同ピッチ

下図により、補強筋を上端筋の下側に

構 造 規 準 図 ３

L2

L2

L2

L2

L2

L2

L2

L2
８.基礎梁 １０.梁の貫通孔の補強

１２.床

１３.壁

１１.各部増し打ち

９.フックの必要な箇所

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

ａａ ａａ
１－Ｄ１３１－Ｄ１３

１－Ｄ１３ １－Ｄ１３Ｌ２Ｌ２Ｌ
２

Ｌ
２

スラブ筋と同径 スラブ筋と同径
Ｄ１０＠２５０同材質、同間隔 同材質、同間隔 Ｄ１０＠２５０

8.人通孔は特記による。
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（ｅ）

鉄 骨 構 造 規 準 図構 造 規 準 図 ３

座金長さ（ａ） 穴あけ加工 （ａ） 接合用ボルトは仕上ボルト（ＳＳ４００,ＳＭ４００,中ボルト）
締付長さ

穴あけ加工は下記の機械を用いて施工する。ただし、パンチングマシンによる正規穴の打抜きは とし、黒皮ボルト（並ボルト）は仮締め用とする。 座金長さ

首
下
寸
法

ナット高さ
ねじの呼び（ｄ） Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ３０原則として板厚 １３ｍｍ 以下に適用する。 （ｂ） ボルト長さの選定は図のように締め付け長さに、座金の厚さ、 ＪＯＩＮＴ ＪＯＩＮＴ（

ボ
ル
ト

長
さ
）

ねじ山３以上
ｊ ｊ

（余長）ねじ山ピッチ程度の長さを加えたものになる。切削機械  ラジアルドリル・ガーダー形ラジアルドリル・直立ドリル・電気ドリル・エアドリル ナットの高さに３
最  大 １０.８３ １４.６６ １８.３３ ２０.３３ ２２.００ ２５.００ ２７.６７ ａＳａ ａ Ｓ ａ

（単位　　　）：ｍｍ 軸径ｄ１せん断機械  パンチングマシン（機械式・油圧式）

最  小 １０.５９ １４.４１ １８.０７ ２０.０７ ２１.６９ ２４.６９ ２７.３４ボルト呼び径 Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４
ガス切断    コンパス形切断機

一重ナットの場合 ２０ 以上 ２６ 以上 ３０ 以上 ３５ 以上 ３７ 以上
加える長さ 調整ネジの長さ   Ｓ １００ １２５ １５０ １６５ １７５ ２００ ２００せん断穴あけを板厚 １３ｍｍ をこえる鋼材に適用する場合は、ドリルにより正規穴径に繰り拡げ

Ｈ二重ナットの場合 ２７ 以上 ３６ 以上 ４２ 以上 ４８ 以上 ５１ 以上
るものとする。ただし、特殊の施工法により、ドリル穴と同等品質と認められる場合はこの限り 取付けボルト穴径  Ｒ

１７ １７ ２１.５ ２３.５ ２１.５ ２１.５ ２３.５
許容差＋０ －０.５ｍｍではない。 （ｃ） ボルト穴の径は、１・（ｂ）による。 ｅ Ｅ部 Ｅ部 ｅＣ部

注２

はしあき（最小）ｅ１ ４０ ４５ ５０ ５５ ５０ ５０ ５５（ｂ） 高力ボルト・ボルト・アンカーボルトの公称軸径に対する穴径と最小縁端距離 （単位　　　）：ｍｍ

注１ ａ≧150ボルト穴径 Ｄ 最小縁端距離公称軸径 へりあき最小 ｅ２ ２８ ２８ ３４ ３８ ３８ ４５ ４５
※ 切板製 ｅ≧250ｄ 高力ボルト 普通ボルト １ ２

板  厚  ｔ1 ６ ６ ９ ９ ９ ９ １２
１０ １０.５ １８ １６

注１１２ １３.０ １２.５ ２２ １８ ２５ ２５ ３２.５ ３７.５ ３７.５ ４５ ４５へりあき最小 ｅ２（ａ） アンカーボルトの心出しは、形板を用いて基準墨に正しく合わせ、適切な機器などで正確に行う
１６ １８.０ １６.５ ２８ ２２ 平鋼製

（ｂ） ベースプレートのボルト穴の径は、ボルトの径に５ｍｍ を加えた大きさ以下とする。 ＪＯＩＮＴ ＪＯＩＮＴ板  厚  ｔ1 ６ ６ ９ ９ ９ ９ １２２０ ２２.０ ２０.５ ３４ ２６ ｊ ｊ
（ｃ） ボルトは、二重ナット及び座金を用い、ボルトの先端は、ねじがナットの外に３山以上でるよう２２ ２４.０ ２２.５ ３８ ２８ ボルト端から取付ボルト ａ Ｓ ａ ａＢａ ａ Ｓ ａ５２ ５９ ６６ ７３ ７０ ７２ ８３にする。但し、コンクリートに埋込まれる場合は、二重ナットとしないことができる。２４ ２６.０ ２４.５ ４４ ３２ 穴心のあき（最小）ｅ３

２７ ３０.０ ２７.５ ４９ ３６ （ｄ） アンカーボルト穴がずれた場合、下図に示すような方法で特別な座金をつけて溶接で固定する。
溶接長さ（最小）  ４０ ５５ ７５ ８５ ８５ ９０ ９５

３０ ３０.５ ５４ ４０３３.０

ＨＪＳＳ Ⅱ ０９  　　トルシア形高力ボルト（Ｓ１０Ｔ）
種  類特別な座金※もや、胴縁類の取り付け用ボルトの場合は、ｄ＋１.０とすることができる。 ＪＩＳ Ｂ １１８６　２種　高力六角ボルト（Ｆ１０Ｔ）

注２

（備考） １.せん断縁・手動ガス切断縁 ｅ Ｅ部 Ｃ部 Ｃ部 Ｅ部 ｅ取付ボルト Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ねじの呼び

　       ２.圧延線・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁

本  数 １ １ １ ２ ２ ２１
（ｃ） ボルトおよび高力ボルトのピッチ・ゲージの標準 （注） Ｂ,ｊ,Ｓの寸法は設計図による。 ａ≧150

６ ９ ９ １２ １２ １２ １２板  厚  ｔ2ベースプレート１） 形鋼のゲージ （単位　　　）：ｍｍ ｅ≧250アンカーボルト
ガセットプレート

Ｂ Ｂ
６０ ７０ ８０ ８０ ９０ ９０ １００幅最小　ＢＡ ｇ２ｇ１ｇ２

ｇ
１

１） :斜線部分は貫通孔の移動可能範囲を示し上下方向は鉄骨梁成 により下図による。Ａ

ｇ１ ｇ２

Ｂ ｇ３

Ｃ部 Ｅ部
（注） １.ｅ１,ｅ２ が確保されていれば形状は自由でよい。Ａ,Ｂ ｇ１ ｇ２ 最大軸径 Ｂ ｇ１ Ｂ ｇ３ 最大軸径ｇ２ 最大軸径

※※ Ｈ
／
４

２.羽子板とガセットプレートの接合は、表示に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧） Ｈ
／
３

　４０ ２２ １０ １００ ６０ １６ 　４０ ２４ １０

ＨＨ

Ｈ
／
２

（ａ） トルシア形高力ボルトの長さは首下寸法とし、締付け長さに下表の値を加えたものを標準長さとし 　 接合とする。　４５ ２５ １２ １２５ ７５ １６ 　５０ ３０ １６ Ｈ
／

３

※※

Ｈ
／
３

　５０ ３０ １６ １５０ ９０ ２２ 　６５ ３５ ２０ Ｈ
／
４

建築基準法に基づいて認定された基準寸法のうち、最も近い寸法とする。 ３.表中にないサイズのブレースについては特記による。

　６０ ３５ １６ １７５ １０５ ２２ 　７０ ４０ ２０

　６５ ３５ ２０ ２００ １２０ ２４ 　７５ ４０ ２２ 締付け長さに加える長さ （単位　　　）：ｍｍ ２） 貫通孔径（φ）及び貫通孔の間隔（Ｐ）は下記による。
　７０ ４０ ２０ ２５０ １５０ ２４ 　８０ ４５ ２２

ボルトの呼び径 締付け長さに加える長さ
※ φ≦Ｈ／３（Ｃ部） φ≦Ｈ／５（Ｅ部）長さ　７５ ４０ ２２ ３００ １５０ ４０ ２４ 　９０ ５０ ２４ ７Ｍ１６ ２５

締付長さ ｄ ７ Ｐ≦φ×４.０（径の異なる場合は平均径の ４.０倍とする。）　８０ ４５ ２２ ３５０ １４０ ７０ ２４ １００ ５５ ２４ Ｒ Ｐ－６Ｌ座金長さ Ｍ２０ ３０ Ｂ

首
下
寸
法

ｄ１ナット高さ　９０ ５０ ２４ ４００ １４０ ９０ ２４
Ｍ２２ ３５ねじ山３以上 ｅ

２

(
ボ
ル
ト
長
さ
)

１
５

(余長)※ ｅ１１００ ５５ ２４ Ｐ－（１）Ｌ は千鳥打ちとする。 Ｂ＝３００ Ｍ２４ ４０ ３） 貫通孔補強の標準要領は下図による。
１２５ ５０ ３５ ２４ ※※ Ｓ ｅ３Ｍ２７ ４５ ３０゜ 印の欄のｇの値は強度上支障がないとき、最小縁端距

９１３０ ５０ ４０ ２４
Ｍ３０ ５０

 離の規定にかかわらず用いることができる。 Ｎ１５０ ５５ ５５ ２４
ｔ1 ｔ2

（ｂ） ボルト穴の径は、１・（ｂ）による。１７５ ６０ ７０ ２４
 ＠

６
０
０

２００ ６０ ９０ ２４ （ｃ） 摩擦面の性能及び処理

以上確保できるよう、ミルスケールを平グラインダ掛け１）摩擦面は、すべり係数値が０.４５

等により座金外径の２倍以上の幅を除去した後、一様にさびを発生させたものとする。２）ピッチ （単位　　　）：ｍｍ ＦＢ－６５×９ 中ボルトＭ１６

ただし、ショットブラスト又はグリットブラストにより摩擦面の表面粗度を５０μｍＲｙＰ

長さ以上確保でき、監督職員の承諾を受けた場合にはさびの発生を要しない。
ｄＰ

Ｂ２）摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、平グラインダ掛けによるへこみ等がないものとする。
ｄ１ Ｒ

ｅ
２

軸 径 ｄ １０ １２ １６ ２０ ２２ ２４ ２７ ３０ ３）フィラ板は上記 １）と同様に処理する。
ｅ１

９０ １００ １１０標 準 ４０ ５０ ６０ ７０ ８０
４）ボルトの頭部又は座金の接触面に、鋼材のまくれ、ひずみ等がある場合は、平グラインダ掛ピッチ Ｐ

Ｓ ｅ３ Ｐ最 小 ２５ ３０ ４０ ５０ ５５ ６０ ７０ ７５ ４）上記工法による他、建築センターの評定を受けた既製品による工法を使用することができる。９けにより取除き、平らに仕上げる。

ただし既製品を使用する場合には設計者の承諾を得ること。５）摩擦面は、摩擦力を低減させるものが発生又は付着しないよう保護する。
ｔ1 ｔ2

既製品の貫通孔補強は以下のものを使用することができる。浮きさび、油、塗料、じんあい等が発生又は付着した場合は、組立てに先立ち取り除く。３）千鳥打ちのゲージとピッチ ４）形鋼に対する千鳥打ち

また、適用範囲・補強要領は評定の内容による。（単位　　　）：ｍｍ （単位　　　）：ｍｍ

ｂ
（ｄ） 標準ボルト張力

ａ

ｇ 標準ボルト張力は、下表による。
ｂＰ

羽子板ボルト 形鋼ブレース
ｂ ｂ ｂ （ｋＮ）標準ボルト張力

軸 径 ａ ａ軸 径 軸 径
ｇ 呼   び

１６ ２０ ２２ １６ ２０ ２２ １６ ２０ ２２
等   級 Ｍ２０Ｍ１６ Ｍ２２ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ３０ 符 号 部  材 Ｐ－（１）Ｌ Ｎ－径ｐ＝４８ ｐ＝６０ ｐ＝６６ ２１ ２５ ３０ ３６ ３２ 　８ １９ ２６

１８２Ｓ１０Ｔ １１７ ２２６ ２６２ ３４１ ４１７３５ ３３ ４９ ５６ ２２ ２５ ３０ ３５ ３３ １７ ２５

４０ ２７ ４５ ２３ ２４ ２９ ３５ ３４ １５ ２４

４５ １７ ４０ ４８ ２４ ２３ ２８ ３４ ３５ １２ ２２

５０ ３３ ４３ ２５ ２２ ２７ ３３ ３６ 　９ ２１

５５ ２５ ３７ ２６ ２０ ２６ ３２ ３７ １９

６０ ２６ ２７ １９ ２５ ３２ ３８ １７

６５ １２ ２８ １７ ２４ ３１ ３９ １４

２９ １６ ２３ ３０ ４０ １１

３０ １４ ２２ ２９ ４１ 　６

３１ １１ ２０ ２８ ４２

・ フリードーナツ工法(BCJ-ST0128-04)　　　旭化成建材株式会社

・ ハイリングⅢ工法(BCJ-ST0095-11)　　　　センクシア株式会社

・ ＯＳリング工法(BCJ-ST0135-10)　　　　　岡部株式会社

５３

未開封の高力ボルトについては規格品証明書の確認を行うこと。

開封後長期間保管されたボルトについては張力確認試験を行う。確認試験の数量は、

呼び径ごとに代表ロットを選び、その中から任意に取り出した５セットとする。

１.穴あけ加工 ５.鉄筋ブレース  ＪＩＳ規格品とする。２.ボルト接合 ６.貫通補強

３.アンカーボルト

４.高力ボルト接合（トルシア形）

孔  径 補強プレート 補強スリーブ

φ

 補強プレートは、ウェブと同質材とする。

ｄ

１
５

1.
2φ

Ｈ １００φ ２Ｐ－６Ｌ

1.
2φ

１５０φ ２Ｐ－６Ｌ

１
５

ｄ ２００φ ２Ｐ－６Ｌ

２５０φ ２Ｐ－９Ｌ1.2φ1.2φ ｄ≧３５

注）

Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des.

　　　
日比野 輿水 秦 NO SCALE

１０５

構造規準図４26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事
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使　用　例

Ｒ≦２

Ｇ
２５ｍｍ

ｆ

ｔ
ｔ

１
ｔ
１

の場合 の場合

２ ６

７
　ｔ　ｍｍ

１ 溶接姿勢

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。 ６（裏はつり後裏溶接）ハ （裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）２

２ ハ-
溶接姿勢

Ｐ－９

７

θ
５

現場溶接

２

２
７

・但し片面溶接の場合は とする。

・ は の小なる方とする。ニ-

以上ニ   余盛りは 以下とする。
溶接姿勢

・軸力が加わる場合の は母材と同厚と

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。   することが望ましい。

・ダイアフラムの出の長さは、ｅ＝２５ とする。５ ２

・同じ梁成のシリーズで中幅と細幅、広幅を混用７
Ｔ形突合せ継手余盛　する場合、梁天端ぞろえとし、ダイアフラム天

のど厚 余盛りの高さ
　端は＋３ｍｍとする。

ｔ＞１６１３

・ダイアフラムの厚さは、接続する梁板厚のうち、 溶接姿勢２
８

　最も厚いもの＋６ｍｍ以上とする。 ３

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。４７
・下ダイアフラムは接続する梁のうち、最もせい

２e
　の大きい梁＋３ｍｍを下端とする。 内は で の場合

溶接姿勢・両側に補強すみ肉溶接を付加する。
・内ダイアフラムに取り付く梁は、

　柱のｒ部分をよける。 （ただし、 の場合
２ ・ジベル筋の溶接に適用する。

とする。)の時 平継ぎ手で板厚が異なるとき 寸法
２ 削り面

φＫ形の場合
θφ

７４２

９

７ プレート
（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

・ は１パス以上、 以上は
溶接姿勢

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。 　２パス以上とする。溶接棒角度θは とする。

２

５

以上
１０

２

溶接姿勢

・※但し の時は、 とする。

溶接施工 溶接接合

エンドタブ 溶接工 仮付け溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う。

t１）突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。 溶接工は、施工する溶接に適応する  （手溶接）又は、 （半自動溶接） 仮付位置

２）エンドタブの材質は、母材と同質とする。 の溶接技術検定試験に合格し、引き続き半年以上溶接に従事している者とする。 仮付け溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、以上且つ 以上

３）エンドタブの長さは、  以上、 以上とし、特記のない場合は、 溶接機器 問題となり易い箇所は避ける。
エンドタブ

    溶接終了後、母材より 程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。 交流アーク溶接機 炭酸ガスアーク半自動溶接機 突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

４）プレス鋼板タブ、固形タブ等の使用については、資料を提出して設計者又は、工事監理者の承認を得る。 アークエアーガウジング機（直流） 溶接電液を測定する電流計

裏あて金 サブマージアーク溶接機１式 溶接棒乾燥機

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で  半自動溶接で 以上とする。 溶接方法

スカーラップ アーク手溶接 ガスシールド半自動溶接 注記）
但し梁成が 未満の場合の

半径は、   とする。 スカーラップは とする。 セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接 アークエアーガウジング １. 設計図に特記の有る事項に関しては、本規準図は適用しない。

裏はつり 溶接姿勢 ２. 図中 ｎ は規準図及び溶接規準図に記す当該の溶接方法による。

規準図の溶接において と記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、
ｒ スカーラップ

部材に確認マークをつける。

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。

又、開先部をいためない様に、養生を行う。

下向 立向 横向 上向

溶 接 規 準 図

１.突合せ溶接

２.スミ肉溶接

３.フレアー溶接

４.バンドプレートの溶接

構 造 規 準 図 ４
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（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）角形鋼管
ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
2024年10月作成

２

３．構成部材・寸法

ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工
F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

A B (e) 呼び

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０ｍ

ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ
クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )２

295

STKR400

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35

適用
a1 c t d

M27

M30PM30

PM33

PM36

32

32

アンカーボルト a2

45

42

42

35 45

３．５ 注入座金

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

（イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接2

32≦t≦50

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )2

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

SD295(D13,D16)

は21N/mm　以上とする。

●形状

２

角形鋼管

10
3
2

4

1

5

9

8

7

3

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 38 48

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm

9

g2

168

173

178

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
2(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
2(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )2

iii) 特Cタイプ

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

ｱﾝｶｰ

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

標準ﾌﾚｰﾑ 特C 標準ﾌﾚｰﾑ 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用
(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。2

※

15-12V

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100
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850
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850
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850

950

950

800

950

形状（ハ） 形状（ニ）

ベースパックグラウト

約３
０ｍ

ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

65

g dt

12 37

材質

70 37

D38

D41,D41H 12

SS400

SS490

8

レベルモルタル
(ベースパックグラウト)

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

M33

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

M36

D38

D41

D38

D41

26

29

45

48

30

32

50

55

65

70

65

70

58

64

75

80

75

80

１．１ 構成部材 ３．１ ベースプレート

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．２ アンカーボルト（Dアンカーボルト）

３．３ Mナット・Dナット

３．４ 定着座金

３．６ フレームベース

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

適用

< Cタイプ  > < 特Cタイプ >

(アンカーボルト8本)

< Cタイプ  >

(アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

３．５ 注入座金

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

●コンクリ－ト

SD345(D22,D25)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

SD295(D13,D16)

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

４．３ 基礎立上がり

12

7

11

角形鋼管

5 4

2

6

1

3

9

10

1

4

5

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

立上り筋

フープ筋

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

基準強度は下表に記載の値とする。

c t d

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

アンカーボルト
適用
アンカーボルト

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )２

STKR400

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ
クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースプレート

採用

□-350×350 t≦1935-19R
35-22R

40-16R
40-19R
40-22R

45-19R

45-22R

50-19R
50-22R

55-19R
55-22R

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400
□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

t≦16

t≦22

t≦19
t≦16

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19
t≦22

t≦19

t≦22

（ハ） 630
630
630

700
700
700

750

750

820
820

840

900

a

65
65
65

65
65
65

65

65

65
65

65

65

85
85
85

85
85
85

85

85

85
85

85

85

330
330
330

400
400
200

225

225

260
260

270

300

φ70

d

φ70
φ75

φ75
φ75

φ75

φ75
φ75

φ75

φ75

φ70

φ70

寸法(mm)

アンカーボルト

立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

BT-HT440B-SP
SN490B

材質

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP
BT-HT440B-SP
BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP
BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

形状 本数-呼び

390

490
490

490

390
390

390
390
390

390

390

390

標準ﾌﾚｰﾑ

寸法 W(mm)

特C

フレームベース

寸法 x(mm)

特C

フレームポスト間
J寸法

(mm)

基準強度

l1 l2 l3

（ハ）
（ハ）

（ハ）

（ハ）
（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）
（ニ）

（ニ）
（ニ）

記号
ベースパック

最低

45
44
44

44
48
48

48

52

52
60

52

60

t (mm)

h寸法

BT-HT440B-SP

柱

外径 板厚
(mm) (mm)

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

C
C
C

C
C
C

C

C

C
C

C

C

標準

寸法 D(mm)

標準フレーム 特C

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)
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方法
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ク
｜

溶
接

ス
シ
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ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

※ ※

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

2
SN490B

CO ガスシールドアーク溶接
BT-HT440B-SP

鋼種

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

標準ﾌﾚｰﾑ

SN490B

BT-HT440B-SP

設計基準強度

(N/mm  )2

  特Cタイプを選択できる。

形状は正方形とし、寸法は下表に
●形状

記載の値とする。

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

295 JBCR295

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

PD51

M45

D51

D51

□-400×400 t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

□-450×450

□-500×500

□-550×550

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

710 48 70 85 200 φ75 390

750 65 85 225 φ7552 490

820 φ7560 39075 110 225

900 60 75 110 265 φ75 390

36 70 81

60 80 92

40 80 92

58110 140 2085 4612

900

1000

910

840 380
380
380

450
450
450

500

500

570
570

590

650

590
590
590

660
660
660

710

710

780
780

800

860

250
250
250

320
320
320

370

370

440
440

460

520

450
450
450

520
520
520

570

570

640
640

660

720

180
180
190

190
190
180

180

190

190
200

200

200

870

800
800

900

950

1000

1000

870

800
840
830

910

1030

1120

1050

1100

1100

1050

1100

C

C

C

C

960
900

1000

1050

1100

450 320

500 370

510 380

590 460

190

200

230

230

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

単位 mm

呼び

D38

L 基準強度(N/mm )

D41
D41H

850
900
995

390
390
490

端部ねじd

M33
M36
M36

b

46
49
49

D51 3901110 M4557

2

(N/mm  )2

910

1000

1050

1100

520

570

610

690

660

710

750

830

TSC295

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

35-25R □-350×350 t≦25 650 75 85 165 φ70BT-HT440B-SP 390（ニ） 48 C 380 - 250 - 180850 -

45-28R t≦28□-450×450 （ニ）BT-HT440B-SP 770 75 110 200 φ7560 390 C 1000 460 330 230

50-28R t≦28□-500×500 （ニ）BT-HT440B-SP 820 φ7560 49075 110 225 C 1140 510 380 235

55-28R t≦28□-550×550 （ニ）BT-HT440B-SP 900 65 75 110 265 φ75 490 C 1150 590 460 235

- --

- --

- --

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

D51H 4901215 M4557

D51,D51H D51,D51H

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

配筋仕様は下表による。

採用

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。

※

2

35-16R 12-D25
12-D25
16-D22

12-D25
16-D22
16-D25

16-D25

20-D25

20-D25
24-D25

24-D25

24-D25

16-D25

24-D25

24-D25

32-D25

16-D25

24-D25

32-D25

36-D25

D13@100
D13@100

D13@100
D13@100
D13@100

D13@100

D13@100

D13@100
D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100 21以上
21以上
21以上

21以上
21以上
21以上

21以上

21以上

21以上
21以上

24以上

24以上

24以上

24以上

24以上

21以上

21以上

24以上

24以上

24以上

12-D41H

8-D38
8-D38
8-D41

8-D41
8-D41
12-D38

12-D38

12-D41

12-D41
12-D41H

12-D41H

12-D41H

12-D41

12-D51

12-D51

12-D38

12-D51

12-D51H

12-D51H 1050

1050

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

(-3,+∞)

-2.5,+∞
(-5,+∞)

-2.5,+∞
(-5,+∞)

ベースパック　型
角形鋼管 （一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

設計

施工□-350×350 ～ □-550×550 用

２
F値295N/mm 以下

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

２．柱
５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

2024年10月作成

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336ベースパック柱脚工法　標準図
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●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ
クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

ベースパックグラウト

約３
０ｍ

ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

種別 採用 ベースパック
記号 外径(mm) 板厚(mm)

柱

材質 形状
寸法(mm)

ベースプレート アンカーボルト

本数-呼びa l1 l2 l3 d

寸法(mm)

D 立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型
ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

ﾀｲﾌﾟ

フレームベース

寸法(mm)

W

フレームポスト間

寸法(mm)
x (mm) (mm)

J寸法

t

設計基準強度

(N/mm )2

最低h寸法

基準強度

(N/mm )2 bh z

V3

以
5
2
3
値
F
材
柱

下
用

406-10V3

406-16V3

406-19V3

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

t≦9.5

t≦12.7

t≦16.0

t≦19.0

SN490B

BT-HT440B-SP

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

600

600

600

610

65

65

65

70

85

85

85

85 300

300

300

300 φ45

φ60

φ65

φ65

8-M30

8-D38

8-D41

8-D41H

390

390

490

490

16-D19

16-D19

20-D19

20-D19

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100800

750 350

350

350

350

250

220

220

220

600

800

800

850

135

180

190

200

40

50

50

44

C

C

C

C

21以上

21以上

21以上

21以上

50

65

65

65

50

65

65

65

TMCP325B,TMCP385B

TMCP325B,TMCP385B

406-13V3

800

800

レベルモルタル
（ベースパックグラウト）

レベルモルタル
（ベースパックグラウト）

（Mアンカーボルト） （Dアンカーボルト）

１．１ 構成部材

円形鋼管 円形鋼管

3 2

6

1

3

9

10

12

7

11

12

7

11

5 4

2

6

1

3

9

10

8 3

1
4

5

1

8

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

１．２ 柱脚の定着方法概要

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

形状（ハ） 形状（ニ）形状（イ）

●Mアンカーボルト

i) アンカーフレーム Aタイプ の場合

３．２ アンカーボルト

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

iii) アンカーフレーム Cタイプ・Dタイプ の場合

呼び

D38

L

D41

D51

850

900

1110

D41H 995

M30

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

D38

D41

D38

D41

24

45

48

30

32

46

65

70

65

70

53

75

80

75

80

M45 36 70 81

M33 26 50 58

M36 29 55 64

D51 60 80 92

D51 40 80 92

３．３

３．５ 注入座金

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

記号

M33 35 110

適用 a1

18 34

M30PM30

PM33

3110132 18

アンカーボルト a2

45
42

PD51 58140 20D51 110

i) Mアンカーボルト用

３．６ フレームベース

c t d

c t d

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22,D25)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度は

SD295(D13,D16)

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。４．３ 基礎立上がり

立上り筋

フープ筋

「標準図2/2」表に記載の値とする。

（Mアンカーボルト4本）

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

< Aタイプ >

（Dアンカーボルト4本）

< Dタイプ >

（Mアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト12本）

< Cタイプ >

３．１ ベースプレート

55

g dt

9 31

材質

70 37

M30

D41,D41H 12
SS490

３．４ 定着座金

適用
アンカーボルト

65 12 37D38

85 12 46

60 9 34M33 SS400

適用
アンカーボルト

ii) Dアンカーボルト用

●Dアンカーボルト

i) Aタイプ・Cタイプ

ii) Dタイプ

235

STK490

STK400

鋼種 採用F値(N/mm  )２

325

STKN400

STKN490

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】
(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は「円形鋼管用ベースパック柱脚工法設計施工標準図2/2」(以下「標準図2/2」と記す)の

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm 単位 mm

単位 mm

D51,D51H

D51H 1215

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。
■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示す

予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立
●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

端部ねじd

M33

M36

M45

M36

M45

46

49

57

49

57

b

TMCP325B 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

32≦t＜40

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

2

SN490B
CO ガスシールドアーク溶接 BT-HT440B-SP

鋼種

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

SN490B

BT-HT440B-SP

TMCP325B

TMCP385B

25 ℃

予熱なし

形状は正方形とし、寸法は「標準図
●形状

2/2」表に記載の値とする。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

基準強度(N/mm )

390

390

490

390

2

490

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

呼び L b X

45

M33 720

M30 695D32

D35

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

X

45

45

L

45

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

異形部
呼び名

注1) 注1) 基準強度
2(N/mm )

490

490 490

基準強度
2(N/mm )

490

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに
　配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

配筋仕様は「標準図2/2」の

表による。

　表に記載の値とする。

□  「標準図2/2」表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  「標準図2/2」表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。
採用

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

TMCP385B 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

TMCP325B 予熱なし

TMCP385B 50 ℃

　　り、各メーカーのy形溶接割れ試験(JIS Z 3158による)の実績または溶接施工指針を確認している。
※2 「建築構造用TMCP鋼材溶接施工指針(2021)」に準拠し、TMTMCP385Bは上記予熱温度の適用に当た
※1 フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素系被覆アーク溶接に準じる。

※1

※2

※2

2

Mナット・Dナット

６．工事場施工

７．本工法の施工及び施工管理

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）

F値235N/mm　     φ190～φ812 用

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工 ２
１ベースパック

円形鋼管用
円形鋼管

２

F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用２

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

１．工法概要

２．柱

３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型

５．工場製作（溶接）

2024年10月作成

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336
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株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号
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一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des.

　　　
日比野 輿水 秦 NO SCALEベースパック柱脚工設計施工標準図３

１０９

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



□１６

単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42
(2.42)

2.64
(2.64)

2.26
2.39

(2.39)
2.61

(2.61)
2.24

2.37
(2.37)

2.59
(2.59)

2.22
2.35

(2.35)
2.57
(2.57)

2.20
2.33
(2.33)

2.54
(2.54)

2連続 3.06
3.24

(3.24)
3.54

(3.54)
3.03

3.21
(3.20)

3.51
(3.51)

3.01
3.18

(3.15)
3.47

(3.47)
2.98

3.15
(3.11)

3.44
(3.44)

2.95
3.12
(3.07)

3.41
(3.41)

3連続 2.82
2.99

(2.99)
3.26

(3.26)
2.80

2.96
(2.96)

3.23
(3.23)

2.77
2.93

(2.93)
3.20

(3.20)
2.75

2.91
(2.91)

3.17
(3.17)

2.72
2.88
(2.88)

3.15
(3.15)

単純
（内法）

3.01
3.18
(3.18)

3.48
(3.48)

2.98
3.15

(3.15)
3.45

(3.45)
2.96

3.13
(3.13)

3.42
(3.42)

2.93
3.10

(3.10)
3.39
(3.39)

2.91
3.07
(3.07)

3.37
(3.37)

2連続 3.58
3.91

(3.67)
4.18

(4.18)
3.54

3.88
(3.62)

4.15
(4.15)

3.49
3.83

(3.58)
4.13

(4.13)
3.44

3.78
(3.53)

4.10
(4.10)

3.40
3.73
(3.49)

4.07
(4.07)

3連続 3.50
3.68
(3.68)

3.93
(3.93)

3.47
3.65

(3.65)
3.91

(3.91)
3.44

3.63
(3.63)

3.88
(3.88)

3.41
3.60

(3.60)
3.86
(3.86)

3.38
3.58
(3.58)

3.83
(3.83)

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

スラブの配筋標　　準　　納　　ま　　り
耐火仕様②ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

支持梁:鉄骨梁

[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

耐　火　仕　様
○共通事項設　　　　　　計

【ＱＬ９９－５０】［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部
開口部補強案

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)]
１）開口がφ150mm程度の場合

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

材料／コンクリート

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度 Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部
 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５
□（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
□（　　　　　　　　　　） 【ＱＬ９９－７５】

□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)]
２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

接　　　合
□φ１３ □φ２２

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部
（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による
□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]

□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)]
耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６

QL99-50

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１
(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項単純/連続 普通 不要

□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２ 大梁上の補強例
QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９ [1]設計上の留意点

床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７

 □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

３）ｗ＞600mmの場合特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

柱廻りの補強例[2]施工上の留意点□
焼抜き栓溶接 アクセサリー
デッキプレート幅方向

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

鉄骨梁の場合墨　出　し

7,350(SPW) 敷込み仮止め溶接4,000 4,900
6,860(APW) 焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］

QLデッキと梁との接合

ひび割れ防止筋敷込み

検　　査

コンクリート打設

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0
端部加工

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

■ＱＬ９９-５０
■ｴﾝｸﾛ有り

■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート

Ａw　≦　３００　mm（大梁上）
Ａw　≦　６００　mm（小梁上）

 ■ 無    □ 有 

□φ６-１５０×１５０

 □指定なし

■ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

■認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]

 ■ 異 形 鉄 筋
■Ｄ１０-２００×２００

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上
（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。

　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ

Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン

Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート

外
周
部
大

梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り

Ｃ
異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上)

溶接金網又は異形鉄筋 壁
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) コンクリート クローサー ＱＬデッキ コンクリート又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)

開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)
*2

※1
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上) 又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０

2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合普通コンクリート
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

C)開口が連続している場合ｍｍ コンクリート３
０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う
フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン
間隔1,000以下

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 200 mm 以下※1※1 ＱＬデッキ ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2JIS B 1198 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎ 開口部*4 頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！

現場切断（QLデッキ）
デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱

ＱＬ９９-７５-１０*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする 2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下
(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３

溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ

コンクリート厚さ３
０

ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝
ｆt×ｊ

    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
注）床２時間は床１時間耐火を含む 400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下
補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部
注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

補強筋(D13)
    1)水セメント比を小さくする。

3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下
フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm Ｌ

大梁上 大梁上        　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m
m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８

Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ
１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40
d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw

Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D
３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）

　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ板厚 １.０ １.２ １.６ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測大梁Ｑa (Ｎ) 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡
（１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領

１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。
QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を２）打込み鋲 １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（３）標準溶接条件：下表棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ち梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり
６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】

（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況
右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

*1*2

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

□８０

□φ６-１００×１００

■１００ □（１１０）

 □１８　　　□２１　　　■２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □ 溶 接 金 網

■頭付きスタッド
■φ１９

□焼抜き栓溶接
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日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二
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日比野 輿水 秦 NO SCALEＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

１１０

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事
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エンボス
36

敷き幅630
75

210 210 210 15

(50),85,(120) (50),85

未満の場合に使用。

ＪＦ７５Ｗ
製品長さ・エンドクローズ寸法

JF75 ⇒熊谷工場製造
JF75W⇒神戸工場製造

エンドクローズ形状 エンドクローズ形状

（注）JF75（熊谷工場）とJF75W（神戸工場）の使い分けについて：製品は原則、指定搬入先に近い工場にて製造し出荷致します

B0 タイプA0 タイプ

D0 タイプC0 タイプ

500

80 210 210

560

205 210 145

625

205 210 210

495

205 210 80

キーストンプレートキーストンプレート 割付け幅 620
50 4030 90

25

40
製品幅 650

製 品 質 量

板 厚 亜鉛めっき(Ｚ１２) 亜鉛めっき(Ｚ２７)
mm kg/m kg/m 

０.８ ５．８９ ６．０７

原則として、デッキ長さが1,000mm

(L＝350～1,200mm)※板厚：0.8mm  

有効幅考慮
断面係数

33
Ｚx10 mm /m

９．８０

全断面有効
断面２次モーメント

4 4
Ｉｘ10 mm /m

１２．２

キャンバー

役物デッキプレート

接合部詳細図 接合部詳細図

1.2×200
20001.2×300 × 1000

1.6×400
（注）RC梁型枠用調整プレートには

釘孔加工(＠600mm)有り

t  × w   ×  L

t

W
調整プレート

1000～4900mm

5～10mm
＠   600水抜き孔 ≒

（注）50mm、120mmは
お問い合わせください

（注）50mmはお問い合わせください

（注）50mm、120mmはお問い合わせください

[RC・SRC造]

[ S  　造 ]

I II III

IIIIII

I

II

III

□ その他（　　　                       　　　　　　　　　　　　）

[鉄筋コンクリート単重]

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

設計荷重 Ｗ ３ 断面応力・たわみの計算

 ５ 施工の要点

 4 作業床

 1 保　管

 3 敷込み

 2 吊り込み

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

 ４　納まり例
 4-1　割付け
(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁）

 4-2　各所の納まり 4-3　中間支保工設置

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり

(７)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

(２)Ｓ造斜め梁の納まり

(４)Ｓ造柱廻りの納まり (５)Ｓ造水平ハンチの納まり

(６)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

 4-4　開口部納まり例

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

(施工)
特　記

   打設
 5 ｺﾝｸﾘｰﾄ

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する
算定式および許容値は、下表とする

□  　 類

□  　 類

□     類

(４)終端役物の有効幅

 ２ 製 品 仕 様

許容支圧荷重Pa (幅1m当たり)

ＪＦ７５-０８

Ｉ Ｚ

12.6

ＪＦ７５

□ Z27

□ Y18

275

180
SZAHC
SZACC

SGHC

SGCC 120

種類の記号および材料

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗの設計・施工は、(一社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針・同解説」による。

ＪＦ７５Ｗ-０８

ＪＦ７５-１０

ＪＦ７５Ｗ-１０

ＪＦ７５-１２

12.6

15.7

15.7

18.7

ＪＦ７５Ｗ-１２

ＪＦ７５-１４

ＪＦ７５Ｗ-１４

ＪＦ７５-１６

ＪＦ７５Ｗ-１６

18.7

21.8

21.6

24.9

24.6

120 18.7

150

180

24.4

29.4

206

232

34.4

39.3

7.95

7.97

9.88

9.88

11.8 

11.8 

13.7 

13.6

15.7 

15.5

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

□

□

□

□

 １ 型式・質量および断面性能

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

ＪＦ７５評価番号 [評価 第911-0100A003号]

■

■ Z12

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ　設計・施工標準

ｆ

1)　　　　部は、たわみで決定する範囲を示す。

２,９１０

３,０９０

３,０３０

３,０５０
３,０７０

３,１２０

２,９４０

３,０００

３,０４０

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ

施　工　条　件　な　ど

補強支保工 コンクリート止め

プレートまたは山形鋼等

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物

リブ間リブ間

プレートまたは山形鋼等
フラット部分

リブ部分

コンクリート止め コンクリート止め

コンクリート止め

大引

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

210 210

開口部

内　　　　　　　　　　　　　　　容項　　目

記 号 説 明

支柱
●支保工間隔　： 　Ｌ

ＬＬ

　スラブスパン： ２Ｌ

（単位：ｍｍ）

３００
２５０

２００
１９０
１８０

１７０
１６０

１５０
１４０

１３０
１２０

３００
２５０

２００
１９０
１８０

１７０
１６０

１５０

１４０
１３０

１２０

３００

１４０

２５０
２００

１９０
１８０
１７０

１６０
１５５

１５０
１４５

１３５
１３０

１２５
１２０

３００

２００

２５０

１９０

１８０
１７０

１６０
１５５
１５０

１４５

１４０
１３５
１３０
１２５

１２０
スラブ厚S(mm)

板厚 t ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ０.８ｍｍ板厚 t
スラブ厚S(mm)

α=1.5α=1.25α=1.0

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０
２,８３０

２,３３０

２,５００
２,７２０
２,７５０

２,７９０
２,８２０

２,８６０

２,５４０
２,４９０
２,２９０

２,９４０
２,９７０

３,０１０

３,０８０

２,９００
２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０
２,４４０
２,４９０

２,５７０
２,９７０

３,５００
３,６３０

３,７７０
３,９２０
４,０８０

４,２６０
４,４５０

４,６７０

３,８５０
４,４３０

３,８５０
４,３９０

４,７７０
４,８５０

４,４８０
４,８１０

２,５７０
２,９７０

３,５００
３,６３０

３,７７０
３,９２０
４,０８０

４,２１０
４,３１０

４,４１０
４,５２０

２,２２０
２,５７０

３,０６０
３,１８０

３,３１０
３,４５０
３,６００

３,７７０
３,９５０

４,１５０
４,３７０

３,３３０
３,８５０

４,５７０
４,７５０

４,４２０ ３,３３０
３,８５０

４,４６０
４,５４０

４,６４０
４,７３０
４,８３０

４,１７０
４,４８０

４,８８０

２,２２０
２,５７０

３,１８０

３,３１０
３,４５０
３,６００

３,７７０
３,９５０

４,１５０
４,２７０

２,２４０
２,４００
２,６１０

２,６５０
２,７００

２,７６０
２,８１０
２,８４０

２,８７０
２,９００

２,９４０
２,９７０

３,０１０
３,０４０
３,０８０

２,０４０
２,１９０

２,３８０
２,４２０
２,４７０

２,５２０
２,５７０

２,６００
２,６３０
２,６５０

２,６８０
２,７１０

２,７５０
２,７８０

２,８１０

２,７９０

３,０６０

３,１３０

３,１６０
３,２００
３,２２０

３,２５０
３,２７０

３,２９０
３,３１０

３,３４０
３,３６０
３,３９０

２,６９０
２,８１０
２,９５０

２,９８０
３,０２０

３,０６０
３,０９０
３,１１０

３,１３０
３,１５０

３,１８０
３,２００

３,２２０
３,２５０
３,２７０

２,５００
２,６９０
２,８４０

２,８７０
２,９００

２,９４０
２,９７０
２,９９０

３,０１０

３,１００

３,１４０

２,７５０

２,７８０

２,２９０
２,４５０
２,６６０

２,７１０

２,８１０
２,８３０

２,８５０
２,８７０

２,８９０
２,９１０

２,９３０
２,９５０
２,９８０

２,０００
２,１５０
２,３４０

２,３８０
２,４２０

２,４７０
２,５２０
２,５５０

２,５８０
２,６１０

２,６４０
２,６７０

２,７００
２,７３０
２,７６０

１,８６０
２,０００

２,１８０
２,２３０

２,２７０
２,３２０
２,３７０

２,４００
２,４２０

２,４５０
２,４８０

２,５１０
２,５４０
２,５８０

２,６１０

２,１２０

２,５９０
２,６４０

２,７００
２,７３０

２,７５０
２,７７０
２,７９０

２,８１０
２,８３０

２,８５０
２,８７０

２,８８０

２,９００
２,９２０

２,９６０
２,９９０

３,０１０
３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０２０
３,０４０
３,０６０

３,０９０
３,１１０

３,１３０
３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０
３,１７０

３,２００
３,２２０

３,２５０
３,２７０

１,９００

２,０４０
２,２３０
２,２７０

２,３２０

２,４４０

２,４７０
２,５００
２,５３０

２,５６０
２,５９０

２,６３０
２,６６０

２,５４０
２,５９０

２,６４０
２,６７０

２,７００
２,７４０
２,７７０

２,８００
２,８４０

２,８７０
２,９１０

３,０６０

１,６４０
１,７６０
１,９１０

１,９４０
１,９８０

２,０６０
２,０８０

２,１００
２,１３０

２,１５０
２,１８０

２,２００
２,２３０
２,２６０

１,５２０

１,６４０
１,７８０
１,８２０

１,８５０
１,８９０

１,９３０
１,９６０

１,９８０
２,０００
２,０３０

２,０５０
２,０８０

２,１００
２,１３０

２,０２０

（単位：ｍｍ）

2

開口部

許容支圧荷重（N/m）

0.8

スパンＬの取り方

Ｌ ＬＬ

デッキ長さ デッキ長さ

終端始端

30以上

デッキプレート割付け幅

敷込み方向

40以下

85

50以上
～340以下

630 x n

210210

30以上
30以上

かかり代 50

オフセット寸法

始端

敷込み方向
30

終端

30以上
50
かかり代 30

継ぎ筋調整プレート

50以上
～340以下

630 x n

30
デッキプレート割付け幅

継
手

プ
レ

ー
ト

梁

梁

柱

アークスポット溶接又はすみ肉溶接

現場切断

溶接 210ピッチ

かかり代 50

継手プレート

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

(ｂ) (ｃ)

支保工

大引

支保工スパン 支保工スパン
スラブスパン

敷込み方向

柱

梁

630

630

30以上

50以
上

かか
り代

※柱コーナー切断は現場加工

かかり代
梁

梁

柱

630 630

エンドクローズ
120

75

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断  　                   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

開口部 落下防止金物

63
0

Ａ

落下防止金物

コンクリート止め

コンクリート硬化後

断面

Ａ部詳細

（幅630mm）

平面

補強支保工
大引

□(　　　　　　   　　)[ 　　kN/m　]
□ 普通コンクリート[ 24kN/m　]　　 　□ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]

□ 1,470N/m  [ポンプ工法]            □ 2,450N/m  [ホッパー・バケット工法]
□(　　　　 N/m　)[             　　　　]

施工時作業荷重

2Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）11 2 3

2

2

2

33

3
コンクリート

施工状況の種類 施工割増係数(α)

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理に

9

０.８ｍｍ １.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ ０.８ｍｍ

3kN/m

kN/m3

3kN/m

kN/m3

2

調整プレート

か
か
り
代

梁柱

（現場加工）

63
0

30
以
上

75

斜

め

梁

斜め切断

現場切断

大引

サポート

2

 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

 L ：スパン 　　　　　　　　　　　　　 　 （ m ）
　E=2.05×10  N/mm 

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

ｂ

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　    （N/mm ）
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ = 205              （N/mm ）
 M ：最大曲げモーメント                  （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　   （mm /m）

 W ：設計（上載）荷重                      （N/m ）

 E ：鋼材のヤング係数                     （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効)      （mm /m）

 Ｐ：ＪＦデッキリブ支圧荷重　　　　　 　 　　 (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　  　(N/m)

4

2

2

25

3

2

柱廻りのデッキプレート受け材 FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

柱廻りのデッキプレート受け材 500～900ピッチ

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け
デッキプレート受け (フラットバー)
 FB-50以上

デッキプレート受けデッキプレート受け

(ａ)

L-75x75x6等

(１)一時的な作業床で使用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

　工を設けることを原則とする

幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける
始端・終端調整には役物、調整プレートを使用する

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める
(２)薄板製品であることを十分認識し変形に注意する

(１)骨組の組立順序との関連を十分検討する

(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連を十分検討する
(３)クレーンの揚重能力の検討、パレットを用いる等安全対策を検討する

(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等検討する

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを正確に行い、

　　確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)
(４)かかり寸法は厳守する

　　プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいので避ける

　　を敷く等の措置により受圧面積を大きくする

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重がかかる場合は、厚板等

(４)資材等の仮置は避ける。止むを得ず仮置する場合は、デッキプレートに負担が

　　かからないよう十分配慮する。特に0.8～1.0ｍｍは注意する

　　する

(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前までに取り除く

(１)打設は打設荷重等の施工荷重を極力低減するようにし、過荷重には十分注意

配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のようにあらかじめ型枠で囲い、コンクリート打設
硬化後にデッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある

項　　　　　目         算　　定　　式

(２)割付方向は図面に従い、間違いの無いようにする

場合、切断部周辺に「落下防止金物」を取り付ける

より施工上の安全性が確実に確保される場合

１.２ｍｍのフラットデッキを使用する場合

を使用する場合

施工の要点は、下表のとおりとする
特殊なケースの場合は、その都度施工法を十分に検討し施工すること

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

曲げ応力
WL

8Z

2
M

Z
σ＝     ＝  　 x10 ≦ｆ

3
b

WL2
M 3

Z 8Z
b

α

C5WL
4

384EI
Lx10 3

180

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

σ＝     ＝  　 x10 ≦

δ＝　　 　×10 ≦      ＋5

支 圧 耐 力 (N/m)

た　わ　み (mm)

(N/mm  )2

１．５

１．２５

１．０

24

20

20

24

施工割増係数

施工状況の種類建物の構造
ＲＣ・ＳＲＣ造
施工状況の種類

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする

9,800 14,700 19,600

1.0 1.2 l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキ

l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

  類[施工割増係数：α=1.0]   類[α=1.25]    類[α=1.5]

  類   類    類

デッキプレート受けのサイズは監理者の承認を得て決定すること

595

595

62
562
5

625

625

A0 タイプ

A0 タイプ

板厚（mm）

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗリブの
  許容支圧荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠でＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ
　を支持する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときは中間支保

3)ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ製品仕様の最大長さは４.９ｍ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ切断

20

エンボス

亜鉛めっき(Z12)型　　式
［ｍｍ］
板厚

4

製 品 質 量 断　面　性　能

［x10 ｍｍ /ｍ］［x10 ｍｍ /ｍ］4 3 3[kg/枚/ｍ] ［kg/ｍ ］2

付着量記号

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します

JIS G 3302｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣

JIS G 3317｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

2[g/ｍ ]（両面）
最小付着量種類記号

種類

ＪＦ７５

ＪＦ７５Ｗ

2 2

22

JF75・JF75Wデッキプレート受け（別途）

JF75・JF75W

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

JF75・JF75W

JF75・JF75W

敷き幅630

75

15210210 210

Y18及びその他製品については、事前にご相談下さい

43

ＪＦ７５のみ

(１)始端かかり位置、中間位置(デッキ５枚位の位置)終端位置をマーキングする

1000～4900 mm

1000～4900 mm

製品長さエンドクローズ長さ

 85、(50、120) mm

85、(50) mm

630xn
30以上 30以上

リブ間 100以上

A0タイプ
有効幅 595～520カンザシアングル

さん木

せき板

ＳＲＣ造 先行敷きの場合

アングル
デッキプレート受

オフセット寸法
40以下

＠600以下

横さん木（残し） 50x25

縦さん木（残し） 50x25

85
のみ込み代 10

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

オフセット寸法　40以下

始端 デッキプレート割付け幅

敷込み方向
のみ込み代 10

630 x n
～360以下

100以上

30以上
のみ込み代10

終端

85
のみ込み代 10

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

スクリュー釘 ＠210
釘又は、調整プレート

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

615

A0 タイプ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ長さ85mmの場合

使　　用　　材　　料

Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des.

　　　
日比野 輿水 秦 NO SCALEＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ　設計・施工標準

１１１

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



調査名 (仮称)南あたみこども園建築設計業務委託

事業・工事名

ボーリング名 NO.3 調査位置 静岡県熱海市下多賀918-1 北 緯

東 経発注機関 調査期間 令和 7年 7月 22日 ～ 7年 7月 24日

調査業者名
株式会社　地盤コンサルタンツ

電話 (046-247-4111)
主任技師 髙橋　孝一

現 場
代理人

髙橋　孝一
コ ア
鑑定者

松倉　友也
ボｰリング
責任者

松倉　友也

孔口標高 H＝
11.93m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

0ﾟ 地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試錐機 YBM05
ハンマー
落下用具

半自動

エンジン NS75 ポンプ V-6総掘進長  10.41m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

  7.03

  1.52

層

厚

(m)

  4.90

  5.51

深

度

(m)

4.90

10.41

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり粘土主体。0.4～0.50m間、
コンクリート。
1.8～1.9m間、アスファルト。
以深、ロームを主体とする。

盛

土

暗

茶

灰

径3～30mmの亜角亜円礫に粘土及
び細中砂を混じる。
含水量が少ない。最大礫径110mm。

玉

石

混

じ

り

粘

土

混

じ

り

砂

礫

暗

茶

灰

孔
内

水
位

(m)
／

測
定
月

日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.00
1.00

2.15

2.45

3.15
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原位置試験

深

度

(m)

試験名

および結果

試料採取

深

度

(m)

試

料

番
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採
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方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

7

22

7
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調査名 (仮称)南あたみこども園建築設計業務委託

事業・工事名

ボーリング名 NO.2 調査位置 静岡県熱海市下多賀918-1 北 緯

東 経発注機関 調査期間 令和 7年 7月 25日 ～ 7年 7月 26日

調査業者名
株式会社　地盤コンサルタンツ

電話 (046-247-4111)
主任技師 髙橋　孝一

現 場
代理人

髙橋　孝一
コ ア
鑑定者

松倉　友也
ボｰリング
責任者

松倉　友也

孔口標高 H=
12.09m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

0ﾟ 地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試錐機 YBM05
ハンマー
落下用具

半自動

エンジン NS75 ポンプ V-6総掘進長   9.22m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

標

高

(m)

 10.19

  8.54

  6.64

  2.87

層

厚

(m)

  1.90

  1.65

  1.90

  3.77

深

度

(m)

1.90

3.55

5.45

9.22

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.0～0.10mまで砂質土。以深、礫混
じりロームを主体。

盛

土

暗

茶

灰

茶灰色の火山灰質粘性土。均質。含
水量が少ない。
炭化物、スコリアを混入。

ロ－

ム

茶

灰

礫径5～40mmの亜円亜角礫に細中
砂を混じる。
最大礫径120mm。玉石を多く混じる。

玉石混
じり砂
礫

暗

灰

径3～30mmの亜円亜角礫に粘土及
び細砂を混じる。
細ぢ礫径100mm。含水量が少ない。

玉
石
混
じ
り
粘
土
混
じ
り
砂
礫

暗

茶

灰

孔

内
水

位
(m)

／
測
定

月
日

標  準  貫  入  試  験
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度

(m)
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原位置試験

深

度

(m)

試験名

および結果

試料採取

深

度

(m)

2.00

2.50

試

料

番

号

2-D-1

採

取

方

法

○D

室
内
試
験

(
)

単 体
三軸

掘

進

月

日

7

25

7
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調査名 (仮称)南あたみこども園建築設計業務委託

事業・工事名

ボーリング名 NO.4 調査位置 静岡県熱海市下多賀918-1 北 緯

東 経発注機関 調査期間 令和 7年 7月 31日 ～ 7年 7月 31日

調査業者名
株式会社　地盤コンサルタンツ

電話 (046-247-4111)
主任技師 髙橋　孝一

現 場
代理人

髙橋　孝一
コ ア
鑑定者

松倉　友也
ボｰリング
責任者

松倉　友也

孔口標高 H=
12.18m

角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

0ﾟ 地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試錐機 YBM05
ハンマー
落下用具

半自動

エンジン NS75 ポンプ V-6総掘進長   5.01m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

標

高

(m)

 10.23

  9.18

  8.28

  7.17

層

厚

(m)

  1.95

  1.05

  0.90

  1.11

深

度

(m)

1.95

3.00

3.90

5.01

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり粘土主体。0.50～0.60ｍ
間、玉石点在。
0.70～0.95m間、コンクリート。

盛

土

暗

茶

灰

褐色の火山灰質粘性土。含水量少な
く均質。
炭化物、スコリアを混在。

ロ－

ム

茶

褐

径3mm程度の亜角礫を混じる褐色の
火山灰質粘性土。
含水量が少ない。炭化物、スコリア
を混じる。

礫混じ
りロー
ム

茶

褐

径3～30mmの亜角亜円礫に細中砂
を混じる。
含水量少ない。最大礫径110mm。

玉石混
じり砂
礫

暗

褐

孔

内
水

位
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／
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日
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および結果

試料採取
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進
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調査名 (仮称)南あたみこども園立替工事地盤調査

事業・工事名

ボーリング名 NO.1 調査位置 静岡県熱海市下多賀918-1 北 緯

東 経発注機関 調査期間 令和 7年 7月 29日 ～ 7年 7月 30日

調査業者名
株式会社　地盤コンサルタンツ

電話 (046-247-4111)
主任技師 髙橋　孝一

現 場
代理人

髙橋　孝一
コ ア
鑑定者

松倉　友也
ボｰリング
責任者

松倉　友也

孔口標高
H=

12.81m
角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

0ﾟ 地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試錐機 YBM05
ハンマー
落下用具

半自動

エンジン NS75 ポンプ V-6総掘進長   8.16m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

標

高

(m)

 11.21

  4.65

層

厚

(m)

  1.60

  6.56

深

度

(m)

1.60

8.16

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0～0.15mまでコンクリート。
以深、礫混じりローム。0.20～0.30
ｍ間、玉石点在。

盛

土

暗

茶

灰

径3～30mmの亜円亜角礫に細中砂
を混じる。最大礫径120mm。
含水量少ない。全体的に玉石を多く
連続的に点在する。
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ボーリング位置図
１／６００(A3)
１／３００(A1)
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図面名工事名File  No.特記DataAdm. Chief Des. Des.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二 伊東 陽子 秦　陽二青木 貴宏

　　　
ボーリング位置図・柱状図

１/１５０,１/３００(A1)

１/３００,１/６００(A3)

１１２

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

１／１００(A1)
１／２００(A3) 床レベル　凡例

基礎伏図

床レベルをＢ１ＦＬ-1600 とする。

改良天端　Ｂ１ＦＬ＋２８０

特記以外

基礎底

窯場　６００×６００×５００

B1FL - 7 2 0までエルマッドＳ工法による地盤改良

Ｂ１ＦＬ－２０００（ 設計ＧＬ－１７６０）

人通孔　６００φ(人通孔芯＝Ｂ１ＦＬ-１１００)

改良天端 Ｂ１ＦＬ＋１５３０（ 設計ＧＬ＋１７９０）

FS1 FS1 FS1 FS1 FS2

FCS1

X7X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y1

Y5
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Y3
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20,250 1,950

改良天端　Ｂ１ＦＬ＋２１３０

改良天端　Ｂ１ＦＬ＋１６３０

改良天端　Ｂ１ＦＬ＋８０改良天端　Ｂ１ＦＬ＋３３０

既存園舎基礎(撤去済)

壁面増打ち

壁面増打ち梁下増打ち

梁下増打ち

１／１００(A1)

１／２００(A3)
基礎伏図

１１３
Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士 事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

　　　
（仮称）南あたみこども園建設等事業

特記DataAdm. Chief Des. Des.

26.03日比野 輿水 秦
　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)



隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

１／１００(A1)
１／２００(A3) 床レベル　凡例

Ｂ１階床伏図

床レベルをＢ１ＦＬ-30とする。

床レベルをＢ１ＦＬ+208 0とする。

特記以外

Ｂ１ＦＬ＝設計ＧＬ＋２４０

ｎ Ｂ１ＦＬからの床レベルを示す。

Ｂ１ＳＬ＝Ｂ１ＦＬ－３０

梁天端 Ｂ１ＦＬ－２００（ 設計ＧＬ＋４０）

梁天端とスラブとのアキは増し打ちとする。

床下点検孔　６００×６００

土間スラブ　Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ

-1050-1050

基礎底

バットレス

Ｂ１ＦＬ＋１５８０（ 設計ＧＬ＋１８２０）

基礎底　Ｂ１ＦＬ－１３００
基礎底　Ｂ１ＦＬ＋３３０

床レベルを図示とする。
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人通孔　６００φ(人通孔芯＝Ｂ１ＦＬ＋２７３０)
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捨てコンピット　厚100

[　]内は設計ＧＬからの地盤面の高さを示す。
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１／１００(A1)
１／２００(A3) 床レベル　凡例

１階床伏図

床レベルを１ＦＬ-30とする。

床レベルを図示とする。
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１ＦＬからの梁天端レベルを示す。
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梁天端とスラブとのアキは増し打ちとする。

床下点検孔　６００×６００

[　]内は設計ＧＬからの地盤面の高さを示す。
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１／１００(A1)
１／２００(A3) 床レベル　凡例

Ｒ階床伏図

床レベルを軒の高さ(水上)+15 0～-40とする。

床レベルを図示とする。

特記以外

軒の高さ(水上)＝設計ＧＬ＋７７２０

（ｎ）

ｎ 軒の高さ(水上)からのスラブ天端レベルを示す。

軒の高さ(水上)からの鉄骨レベルを示す。

床 ＤＳ１

デッキプレートの向きを示す。

（）内符号は中間階の小梁を示す。

小梁は大梁間で均等配置とする。

※１　デッキＰＬのスパンが２，３００を超える場合は２スパン以上連続とする。

　　は補剛材を示す。（125　 ジョイントリスト参照）

　　はボルト増打ち部を示す。（125　 ジョイントリスト参照）
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Ｂ１ＦＬ

基礎底

基礎底

地中梁天端

1,31026,750

1,250 607,500 7,750 8,200 3,300

1
,
7
6
0

7
,
7
2
0

2
4
0

3
,
9
3
0

3
,
5
5
0

2
,
2
5
0

5
0

2
,
0
5
0

3
0
0

4
0

2
0
0

4
,
9
3
0

3
0
0

[+3480]

[+3870]

[±0]

Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士 事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

　　　
（仮称）南あたみこども園建設等事業

特記DataAdm. Chief Des. Des.

26.03日比野 輿水 秦
　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)



１／１００(A1)

１／２００(A3)
軸組図４

１２０

特記以外

C-100×50×20×2.3

（　）内は各ＦＬからの梁天端を示す。

□-100×100×3.2

エルマッドＳ工法による地盤改良

バットレス

Y1 Y5Y4Y3Y2

１／１００(A1)
１／２００(A3)

Ｘ６通り軸組図

１ＦＬ

軒の高さ(水上)

梁天端

設計ＧＬ
Ｂ１ＦＬ

基礎底

基礎底

地中梁天端

900 600 6007509001,200900750

1,31026,750

1,250 607,500 7,750 8,200 3,300

1
,
7
6
0

7
,
7
2
0

2
4
0

3
,
9
3
0

3
,
5
5
0

2
,
2
5
0

5
0

2
,
0
5
0

3
0
0

4
0

2
0
0

4
,
9
3
0

3
0
0

C3 C3C1 C1 C4

G44A G45G44A CG35G44B

G11

FG11

G13

FG21 FG22 FCG21

F22B F24B

F21

W25C1 C1

JOINT JOINT JOINTJOINTJOINTJOINTJOINTJOINT

(±0) (-25) (-130) (-175) (-190)(-90)(-190)

梁下増打ち

[±0]

[+3350]

[+3840]

Y1 Y5Y4Y3Y2

１／１００(A1)
１／２００(A3)

Ｘ７通り軸組図

１ＦＬ

軒の高さ(水上)

梁天端

設計ＧＬ
Ｂ１ＦＬ

基礎底

基礎底

地中梁天端

1,31026,750

1,250 607,500 7,750 8,200 3,300

750 600 600750750950950750

1
,
7
6
0

7
,
7
2
0

2
4
0

3
,
9
3
0

3
,
5
5
0

2
,
2
5
0

5
0

2
,
0
5
0

3
0
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4
0

2
0
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4
,
9
3
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3
0
0

C3 C3C1 C2 C4A

G60 G45 CG35G60G44

G11

FG11

G13

FG21 FG22

FCG22

F22B F24B

F21

C1 C2

JOINT JOINT JOINTJOINTJOINTJOINTJOINTJOINT

(±0) (-25) (-130) (-175) (-190)(-90)(-190)

[+3220][+3130]

[+207]

基礎接合部の補強 

１／１００(A1)
１／２００(A3)Ｘ７+1950通り軸組図

Y1 Y5Y4Y3Y2

１ＦＬ

軒の高さ(水上)

梁天端

設計ＧＬ
Ｂ１ＦＬ

基礎底

地中梁天端

955

1
,
3
3
0

1,31026,750

601,2507,500 7,750 8,200 3,300

1
,
7
6
0

7
,
7
2
0

2
4
0

3
,
9
3
0

3
,
5
5
0

4
0
0

4
0

2
0
0

FG12

G12A

C5 C5
EW25A

FB23 FB23 FB23 FCB21

B25 B25 B25 B25 B25 B25 B25

W25

[+3220][+3130]

[+207]

Y1 Y5Y4Y3Y2

１／１００(A1)
１／２００(A3)

Ｘ６通り軸組図

１ＦＬ

軒の高さ(水上)

梁天端

設計ＧＬ
Ｂ１ＦＬ

基礎底

基礎底

地中梁天端

1,31026,750

1,250 607,500 7,750 8,200 3,300

1
,
7
6
0

7
,
7
2
0

2
4
0

3
,
9
3
0

3
,
5
5
0

2
,
2
5
0

5
0

2
,
0
5
0

3
0
0

4
0

2
0
0

4
,
9
3
0

3
0
0

D

[±0]

[+3350]

[+3840]

Y1 Y5Y4Y3Y2

１／１００(A1)
１／２００(A3)

Ｘ７通り軸組図

１ＦＬ

軒の高さ(水上)

梁天端

設計ＧＬ
Ｂ１ＦＬ

基礎底

基礎底

地中梁天端

1,31026,750

1,250 607,500 7,750 8,200 3,300

1
,
7
6
0

7
,
7
2
0

2
4
0

3
,
9
3
0

3
,
5
5
0

2
,
2
5
0

5
0

2
,
0
5
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3
0
0

4
0

2
0
0

4
,
9
3
0

3
0
0

D2 D2 D2 D2 D2 D2

[+3220][+3130]

[+207]

１／１００(A1)
１／２００(A3)Ｘ７+1950通り軸組図

Y1 Y5Y4Y3Y2

１ＦＬ

軒の高さ(水上)

梁天端

設計ＧＬ
Ｂ１ＦＬ

基礎底

地中梁天端

955

1
,
3
3
0

1,31026,750

601,2507,500 7,750 8,200 3,300

1
,
7
6
0

7
,
7
2
0

2
4
0

3
,
9
3
0

3
,
5
5
0

4
0
0

4
0

2
0
0

D D D D D D D

[+3220][+3130]

[+207]

Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士 事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

　　　
（仮称）南あたみこども園建設等事業

特記DataAdm. Chief Des. Des.

26.03日比野 輿水 秦
　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)



記 号

基礎リスト
特記以外　　

断 面

１ＦＬ

Ｘ

Ｙ

平 面

記 号

Ｘ

Ｙ

平 面

１ＦＬ

断 面

Ｆ４２Ｆ４１Ｃ Ｆ６１Ｃ Ｆ６２Ｃ Ｆ６３Ｃ

Ｆ２１ (Ｆ２２Ａ)・Ｆ２２Ｂ Ｆ２３Ｂ Ｆ２４Ｂ Ｆ２５Ｂ

2
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5
0

(　)内はF22Aを示す。
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Ｄ１３

Ｄ１３＠２００
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Ｄ１３＠２００
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,
6
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3
,
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3,000

5
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6
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3,000

地盤改良 地盤改良

地盤改良

地盤改良

地盤改良

地盤改良

１／４０(A1)
１／８０(A3)

Scale

Total

No.

　　

工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des. 図面名

　　　
日比野 輿水 秦 基礎リスト

１／４０(A1)

１／８０(A3)

１２１

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



Ｄ１３＠２００Ｄ１３＠２００

記　　号

部　　位

断 　面　 図

断　　　　面

上　 端 　筋

下 　端 　筋

スターラップ

記　　号

部　　位

断 　面　 図

断　　　　面

上　 端 　筋

下 　端 　筋

スターラップ

Ｇ１

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

Ｇ１Ａ

全  断  面 全  断  面

中　　央中　　央端　　部

Ｂ１

３５０×７００

５－Ｄ２２

５－Ｄ２２３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

Ｄ１０＠２００

Ｂ２

X5a 　端 X6　　端

８－Ｄ２２

４－Ｄ２２

４－Ｄ２２４－Ｄ２２

４－Ｄ２２ ６－Ｄ２２

Ｄ１３＠２００

中　　央

５－Ｄ２５

１０－Ｄ２５

Ｂ４

４５０×８００

Ｄ１３＠１５０ Ｄ１３＠２００

Ｂ５

５００×７５０

１２－Ｄ２５

６－Ｄ２５

３００×５００

Ｂ６

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

全 断  面 全 断  面端　　部

５－Ｄ２５

中　　央端　　部

Ｂ７

４５０×７００

５－Ｄ２２

５－Ｄ２２

８－Ｄ２２

Ｄ１３＠２００

中　　央 X6　　端

３００×８００

３－Ｄ１９ ４－Ｄ１９

４－Ｄ１９３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

X5,X7　端

１２－Ｄ２５

６－Ｄ２５

基　　端 先　　端

ＣＢ１

５００×７５０

Ｄ１３＠１００

６－Ｄ２５

６－Ｄ２５

中　　央端　　部

Ｂ８

３００×６００

３－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

５－Ｄ１９

記　　号

部　　位

１／３０(A1)
１／６０(A3)

ＲＣ梁リスト

断 　面　 図

断　　　　面

上　 端 　筋

下 　端 　筋

スターラップ

記　　号

部　　位

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

ＦＧ１ ＦＧ２

全  断  面

ＦＧ１１

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

ＦＧ１２

全 断 面全  断  面 中　　央

５－Ｄ２５ ４－Ｄ２５

ＦＧ２１

３７５×１８００

Ｄ１３＠２００

端　　部

３７５×１８００

Ｄ１３＠２００

５－Ｄ２５

４－Ｄ２５

ＦＧ２２

３７５×１８００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

ＦＧ３１

全  断  面 全  断  面中　　央

Ｄ１３＠２００

端　　部

ＦＢ１

５００×１８００

６－Ｄ２５

１２－Ｄ２５

中　　央

Ｄ１３＠２００

端　　部

５００×１８００

６－Ｄ２５ ６－Ｄ２５

１２－Ｄ２５９－Ｄ２５

６－Ｄ２５

４５０×１８００ ４５０×１８００ ４５０×１８００

６－Ｄ２５

９－Ｄ２５

断 　面　 図

断　　　　面

上　 端 　筋

下 　端 　筋

スターラップ

Ｂ３

３５０×６００

ＦＧ３２ ＦＧ３３

全 断 面 全 断  面

Ｄ１３＠２００

ＦＧ４２ＦＧ４１

全 断 面 全 断  面 全  断  面

ＦＧ５１

Ｄ１３＠２００

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

Ｄ１３＠２００

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

Ｄ１３＠２００

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

全  断  面

ＦＧ５２

Ｄ１３＠２００

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

３７５×１８００

Ｄ１３＠２００

全  断  面

ＦＣＧ２１

３－Ｄ２５

全  断  面

３７５×９００

３－Ｄ２５

６－Ｄ２５

全 断  面

３－Ｄ２５

６－Ｄ２５

３７５×８００

ＦＣＧ２２ ＦＣＧ２３

Ｄ１３＠２００

全 断  面

３－Ｄ２５

ＦＣＧ２４

３７５×１７００

Ｄ１３＠２００

全 断  面

ＦＢ２１

２５０×１８００

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９

全  断  面

３００×８００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

全  断  面

ＦＢ２２

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

ＦＢ２３

３００×９００

全 断  面

３００×８００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

ＦＣＢ２１

Ｄ１３＠２００

全 断  面

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９

ＦＢ２４

２５０×１７００

全 断  面

ＦＣＧ２５

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

Ｄ１３＠２００

全 断  面

ＦＢ６１

３５０×１１００

３－Ｄ２５

Ｄ１３＠２００

全 断  面

３－Ｄ２５

ＦＢ６２

３５０×２０００

Ｄ１３＠２００

全  断  面

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３５０×３３００

ＦＢ６３

Ｄ１３＠２００

全  断  面

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

ＦＢ７１

３５０×９５０３７５×４８３０

特記以外　　　腹  筋   6-D13    幅止め筋  D10@1000　　中吊り筋　　 D10@1000　　主筋本数後の［　］内L寸法は柱面からのカットオフ位置を示す。特記無き場合は  S-04図  6.大梁(1)の切断位置による。

５－Ｄ２５５－Ｄ２５

４５０×９５０ ４５０×９５０

Ｄ１３＠２００Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００Ｄ１３＠２００

腹筋　１６－Ｄ１３ 腹筋　１４－Ｄ１３

腹筋　２０－Ｄ１３ 腹筋　１４－Ｄ１３

Ｄ１３＠２００

全  断  面

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３５０×１８５０

ＦＣＢ７１

Ｄ１３＠２００

全 断  面

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

ＦＢ７２

３５０×１８５０

５－Ｄ２５ ５－Ｄ２５

３７５×３２００ ３７５×４０００ ３７５×３３５０ ３７５×４１５０

腹筋　１２－Ｄ１３ 腹筋　１６－Ｄ１３

６－Ｄ２５

６－Ｄ２２

Ｄ１３＠１００

３７５×４９３０３７５×３０５０

腹筋　28-D13　柱脚に定着35d 腹筋　48-D13　柱脚に定着35d

４－Ｄ２５４－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

８－Ｄ２５

８－Ｄ２５

８－Ｄ２５

中　　央

７－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

７－Ｄ２５

端　　部

Ｇ１１

５５０×９５０

Ｄ１３＠２００

[2200]

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

Ｇ１２Ａ

中　　央

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

７－Ｄ２５

全  断  面

１０－Ｄ２５

４５０×９５０

[2800]

５－Ｄ２５

Ｄ１３＠２００

Ｇ１３

Y2　　端 Y3　　端

５５０×８００５５０×８００

１０－Ｄ２５[3100]７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

Ｇ２

全 断 面

５５０×９５０

Ｄ１３＠２００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

全 断  面

Ｄ１３＠２００

Ｇ１Ｂ

４５０×９５０

腹筋の定着長さ35d

ハンチ長さは柱脚面から１５００までとする。

５５０×１０５０

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D13

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
2-D10

腹　筋
10-D22

Scale

Total

No.

　　

工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des. 図面名

　　　
日比野 輿水 秦 ＲＣ梁リスト

１／３０(A1)

１／６０(A3)

１２２

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



8
0
0

4
0
0

4
0
0

400 400

800

400 400

800

400 400

800

400 400

800

400 400

800

400 400

800

400 400

800

8
0
0

4
0
0

4
0
0

8
0
0

4
0
0

4
0
0

8
0
0

4
0
0

4
0
0

8
0
0

4
0
0

4
0
0

8
0
0

4
0
0

4
0
0

5
0
0

1
0
0

4
0
0

5
0
0

500

3
5
0

1
5
0

495 5

50

5
0

3
7
5

3
7
5

7
5
0

7
5
0

3
7
5

3
7
5

1
,
3
1
0

1
,
2
5
0

Ｂ × Ｄ

主 筋

フ ー プ

柱 脚

Ｄ１３＠１００

１２－Ｄ２２

Ｃ４Ａ

７７５×７５０

1
,
2
5
0

1
,
5
0
0

記　　号

Ｄx　×　Ｄy

主　　　　筋

フ 　ー 　プ

仕口部フープ

仕口部フープ

柱リスト

Ｄ１３＠１００

Ｃ１

Ｘ

Ｙ

Ｃ２

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００ Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００Ｄ１３＠１００

８００×８００ ８００×８００

１６－Ｄ２５ １６－Ｄ２５

Ｂ １ 階

１／３０(A1)
１／６０(A3)

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

１６－Ｄ２５

Ｃ５

５００×５００

Ｂ × Ｄ

主 筋

フ ー プ

柱 脚

Ｃ３

８００×８００

１２－Ｄ２５

Ｄ１３＠１００

6
0

5
5

1,9501,500

Ｂ × Ｄ

主 筋

フ ー プ

柱 脚

Ｄ１３＠１００

７５０×７５０

１２－Ｄ２２

Ｃ４

375

750

375375

750

375375

750

375375

750

375375

750

375375 375

775

400

775

400

5
0

50

5
0

Dx

D
y

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ２

Ｃ５

Ｃ５

Ｃ４ＡＣ４Ａ

鉄骨柱芯

壁面増打ち

1FL-930まで

1FL-930まで

壁面増打ち

2
6
,
7
5
0

7
,
5
0
0

7
,
7
5
0

8
,
2
0
0

3
,
3
0
0

Y1

Y5

Y4

Y3

Y2

１／３０,１／１００(A1)
１／６０,１／２００(A3)

芯線図

7,000 7,250

14,250

X5 X6 X7

1,950

1
1
,
5
0
0

8
,
2
0
0

3
,
3
0
0

Y5

Y4

Y3

41,250

7,000 8,000 6,000 6,000 7,000 7,250

X7X1 X2 X3 X4 X5 X6

Scale

Total

No.

　　

工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des. 図面名

　　　
日比野 輿水 秦 柱リスト・芯線図

１２３
１／３０・１００(A1)

１／６０・２００(A3)
26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



モチアミ
上端筋

下端筋 Ｄ１０＠２００

Ｄ１０・Ｄ１３＠２００
１５０

Ｄ１０＠２００

符   号

板 厚 備   考

符  号

地下外壁

厚 さ

一般部

配  筋

横  筋

開口補強筋

備  考

縦  筋 ａ,ｂ ｃ耐力壁全　　域 全　　域

位 置
一般床版 片持床版 耐圧版

※幅止め筋　　Ｄ１０＠１０００

配 筋 （ 水 平 断 面 図 ）

長辺方向　（配力筋方向）短辺方向　（主筋方向）

床版リスト 壁リスト

１／６０(A3)
１／３０(A1)

床版・壁リスト

Ｄ１０＠２００

モチアミ
上端筋

下端筋

Ｄ１３＠２００
１５０

Ｄ１０・Ｄ１３＠２００

Ｄ１０・Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠２００

上端筋

下端筋 Ｄ１０＠２００

Ｄ１０・Ｄ１３＠２００ Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

モチアミ
(　)は増打ちを示す。

１５０＋(３０～５０)

Ｓ１

Ｓ１Ａ
ｆＳ１Ａ

ｆＳ１

配筋・定着要領 開口部補強筋要領図

40
d

40
d

4
0
d

40d

開口部

斜筋ｃ

縦筋ａ

横筋ｂ

スリット

　　注記
　　雨がかりとなる箇所においては弾性シーリング
　　を施す。
　　耐火指定が必要な場所には耐火用構造スリット
　　を使用する。
　　耐火指定の場所は意匠図による。

１８０ Ｄ１０＠２００ダブル ダブル ２×２－Ｄ１３1
8
0

Ｗ１８ Ｄ１３＠２００

2
5
0

2
0

Ｄ１０＠４００

2
5
0

70
（防錆処理）

モチアミ
上端筋

下端筋
１５０

Ｄ１０・Ｄ１３＠２００
Ｓ３

Ｄ１０・Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠２００Ｄ１０＠２００

2
5
0

Ｗ２５ ２５０

２×２－Ｄ１３ダブル ダブル ２×２－Ｄ１９２５０ 2
5
0

Ｄ１３・Ｄ１６＠１００ Ｄ１３・Ｄ１６＠１００Ｗ２５Ａ ＥＷ２５Ａ

ダブル ダブル２５０ 2
5
0

ＥＷ２５ Ｄ１６＠２００ Ｄ１６＠２００

ダブル ダブル ２×２－Ｄ１３Ｗ２０ ２００ 2
0
0

Ｄ１３＠２００

ダブル ダブルＤ１３＠２００ Ｄ１３＠２００

２×１－Ｄ１３

２×１－Ｄ１３Ｄ１０＠２００

ダブル ダブルＤ１３＠２００ Ｄ１３＠２００Ｗ３５ ３５０ 3
5
0

ＣＳ１

モチアミ

上端筋

下端筋
モチアミＦＳ１

Ｄ１３・Ｄ１６＠１００ Ｄ１６＠２００

Ｄ１６＠２００

上端筋

下端筋
モチアミ

Ｄ１６＠２００

上端筋

下端筋
モチアミ

Ｄ１６＠２００

Ｄ１６＠２００

ＦＳ２

ＦＣＳ１

４００

４００

４００

Ｄ１６＠１００

Ｄ１６＠２００Ｄ１６＠２００

Ｄ１６＠２００

Ｄ１６＠２００

Ｄ１６＠２００

上端筋

下端筋
モチアミ

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００ Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００
２００

上端筋

下端筋
ＣＳ６１

上端筋

下端筋
ｆＳ６１ ２００

２００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

１５０
上端筋

下端筋

Ｄ１０・Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００
モチアミｆＣＳ６２

モチアミ
定着はすべてL2とする。

ｆＳ２１

Ｓ２
ｆＳ２

8
d
以

上

以
上

8
d

L
3

一般床版定着要領

かつ中心以上

8d以上

Lb

L2

L2

Lb

L3

一般床版及び耐圧版配筋要領

短辺方向・主筋

長辺方向・配力筋

直線定着の場合は25d以上

10d以上

以
上

8
d

以
上

8
d

8
d
以
上

La

L2

かつ中心以上

8d以上

La

L2

2
5
d

短辺方向・主筋

長辺方向・配力筋

片持床版配筋及び定着要領

8
d
以
上

L
2

Lb

L2

耐圧版定着要領

水平スリット

Scale

Total

No.

　　

工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des. 図面名

１／３０(A1)

１／６０(A3) 　　　
日比野 輿水 秦 床版・壁リスト

１２４

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事



8
0

30°

内添板

Ｗ Ｅ Ｂ

ＭＥＭＢＥＲ

ＦＬＡＮＧＥ

接合部詳細図

外添板

ＢＨ－４４０×３００×１２×２２

Ｇ４４Ａ

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

４０６－１３Ｖ３ ３０－１２Ｖ３５－１６Ｒ

ＢＰＬ－19×250×250(SS400)

2-M20(SS400)　定着版付二重ナット　L=400

Ｃ４・Ｃ４Ａ

(BCR295)(BCR295)(STK490)(BCR295)

ＪＦ７５－１０（同等品）

ＰＬ－　

PL- 

PL- 

PL- 

ＴＹＰＥ－１

＠Ｐ

Ｈ.Ｔ.Ｂ
鉄　  骨TYPE記　号

ＴＹＰＥ－３

ＴＹＰＥ－２

Ｈ.Ｔ.Ｂ，中ボルト

Ｈ.Ｔ.Ｂ

@P

@P 3030

4040

Ｈ.Ｔ.Ｂ

@P

4
0

4
0

ピンジョイント

内添板

Ｗ Ｅ Ｂ

ＭＥＭＢＥＲ

ＦＬＡＮＧＥ

接合部詳細図

外添板

１／６０(A3)
１／３０(A1)

ジョイントリスト
ボルトの長さはトルシア型ボルトの場合を示す。特記以外

内添板

Ｗ Ｅ Ｂ

ＦＬＡＮＧＥ

ＭＥＭＢＥＲ

ＦＬＡＮＧＥ

ＭＥＭＢＥＲ

Ｗ Ｅ Ｂ

接合部詳細図

接合部詳細図

内添板

外添板

外添板

・スラブの取り付く梁には頭付きスタッドを設けるものとする。

頭付きスタッド

600600

B＜ 200

B/2

B/2

150

7575

300

頭つきスタッド　19φ  H=80

注記）
□－１００×１００×３.２

（ＳＴＫＲ４００）

外壁　開口補強材縦　胴　縁

下地材の目地部分は

Ｃ－１００×５０×２０×２.３

２Ｃ－１００×５０×２０×２.３

＠４５５

ＤＳ２

7
5

普通コンクリート

1
5
0

1
0
0

ＤＳ１

5
0

ＱＬ９９－５０－１２（同等品）

普通コンクリート

柱　　　脚

Ｐ１

ＨＹ－６００×３００×１２×１９

Ｇ６０ Ｇ４４

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

断  面  図

記　　　号

Ｃ３

３５－１６Ｒ

Ｃ２Ｃ１

鉄  骨使用材料

断  面  図

記　　　号

記　　　号

断  面  図

記　　　号

断  面  図

柱　　　脚

断面リスト
１／６０(A3)
１／３０(A1)

断  面  図

記　　　号

Ｙ２・Ｙ３端
ＢＨ－４４０×３００×１２×２２

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

端部

Ｇ４４Ｂ

Ｈ－３００×１５０×６.５×９

Ｂ３０ Ｂ２０

Ｈ－２００×１００×５.５×８

Ｂ２５

Ｈ－２５０×１２５×６×９ＢＨ－３５０×１７５×９×１２

Ｂ３５Ａ

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｂ４０・ＣＢ４０

Ｈ－４００×２００×８×１３

ＣＧ３５・Ｂ３５・ＣＢ３５

Ｈ－４５０×２００×９×１４ Ｈ－４５０×２００×９×１４

Ｇ４５Ａ

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

ＢＨ－４４０×３００×１２×２２

Ｇ４４Ｃ

Ｙ４端
ＢＨ－４５０×２５０～２００×９×１６
Ｙ４端

　　胴縁アンカー　Ｍ１２＠１８２０  Ｌ＝２４０　埋込み
　　　　　　　　　コーナー部分及び開口補強材から350mm以内に１箇所は
　　　　　　　　　設けること。

備 考

Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ2Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ2
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伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

特記DataAdm. Chief Des. Des. 図面名
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26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事
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伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号
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一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二
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伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二
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梁貫通孔補強材 ＭＡＸウエブレン標準仕様書

４．大開孔時の補強方法

１．一般事項　

５．施工要領

テイエム技研株式会社

本社 〒893-0032 鹿児島県鹿屋市川西町3949　　東京支店 〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町2-11-4 テイエムビル1階　　大阪支店 〒536-0013 大阪市城東区鴫野東3-5-14　　福岡支店 〒810-0041 福岡市中央区大名1-9-27
TEL:0994-43-4341 FAX:0994-43-4471               TEL:03-6661-2621 FAX:03-6661-2622                                　　 TEL:06-6965-1171 FAX:06-6965-1181               TEL:092-711-7744 FAX:092-741-3343

E-mail:tmgktky@tmgiken.com            　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail:tmosaka@tmgiken.com　　　　　 　　　　　 E-mail:tmgkfukuoka@tmgiken.com

：大梁、小梁とも開孔補強筋が直交

する梁の配筋に干渉しない範囲で

開孔可。

３．標準配筋図

２．適用範囲

（１）本仕様書は、(財)日本建築センターの一般評定「BCJ評定-RC0097-07」に適合するように

標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

（２）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」及

び「建築工事標準仕様書・同解説（JASS5）鉄筋コンクリート工事」による。

（１）使用材料

a）コンクリート設計基準強度

b）主筋

c）あばら筋

d）開孔補強筋

（２）開孔径および位置

普通鉄筋のうち以下の種類

高強度鉄筋のうち以下の種類

SD590, SD685 ただし、建築基準法第37条第二号の規定に基づく国土交通大臣認定品

21≦Ｆc≦80Ｎ/ｍｍ
2

普通鉄筋のうち以下の種類

高強度鉄筋のうち以下の種類

685Ｎ/ｍｍ ,785Ｎ/ｍｍ 級または1275Ｎ/ｍｍ 級高強度鉄筋のうち、建築基準法第37条第
2 2 2

二号の規定に基づく国土交通大臣認定品

785Ｎ/ｍｍ 級せん断補強筋ストロングフープ用棒鋼【認定番号 MSRB-0005】
2

785Ｎ/ｍｍ 級せん断補強筋ストロングフープ用棒鋼（インデント付）【認定番号 MSRB-0124】2

785Ｎ/ｍｍ 級せん断補強筋ストロングフープ用棒鋼（インデント無）【認定番号 MSRB-0125】2

あばら筋に普通強度鉄筋を用いる梁　　　100ｍｍ≦Ｈ≦750ｍｍ

あばら筋に高強度鉄筋を用いる梁　　　　100ｍｍ≦Ｈ≦450ｍｍ

開孔の形状は円形または多角形とし、梁成の1/3以下とする。

（多角形の場合は外接する円形とみなす。）

開孔中心間距離は、開孔径の3倍以上とする。また、隣り合う開孔径が異なる場合には、

双方の開孔径の平均値の3倍以上とする。

柱面から梁せい以上離すこととする。

c）柱際から開孔中心までの距離　Ｌ’

b）開孔中心間距離　Ｌ

a）開孔径　Ｈ

d）へりあきの最小寸法

梁せい　450ｍｍ≦Ｄ＜700ｍｍ　　　へりあき 175ｍｍ

梁せい　700ｍｍ≦Ｄ＜900ｍｍ　　　へりあき 200ｍｍ

梁せい　900ｍｍ≦Ｄ　　　　　 　　へりあき 250ｍｍ

Ｄ

柱 柱

H
H

梁

Ｌ’ Ｌ

e）梁が交差する場合の梁面から開孔中心までの距離

開孔補強筋が直交する梁の配筋と干渉しない範囲で開孔を設けることができる。

：柱面から梁せい以上離す。

（１）ＭＡＸウエブレンの取り付け位置

ＭＡＸウエブレンはあばら筋の内側に取り付ける。

3枚以上施工する場合は中子筋へ取り付けるか、

開孔補強筋を連続固定できるＪ筋（ジョイント

金具）により施工する。

（２）孔際あばら筋

孔際あばら筋は、原則として一般部あばら筋と同

種、同径、同本数とし、開孔部の両側に１組以上

配筋する。位置は開孔縁から設計かぶり厚さを確

保した位置に１組目を配筋し、複数組配筋する場

合は、その間隔を50ｍｍとする。

開孔径が400ｍｍ以上で主筋とＭＡＸウエブレンの

最外位置との間隔が梁せいの1/3以上となる場合

は右図に示す補強を行う。なお、この補強が必要

となる条件は(財)日本建築センターの評定時に指

導された最低基準であるので、開孔位置等の状況

（１）標準的な施工順序

a）ＲＣ造　　　1) 開孔位置の芯出しを行う。

（例）　　  2) ＭＡＸウエブレンをあばら筋内に挿入し、枝鉄

筋を下側または上側に向け所定の位置に固定する。

ｂ）ＳＲＣ造   1) あばら筋の配筋前に、鋼管スリーブにＭＡＸウエ

（例）　　　   レンを掛け、仮置きする。

2) あばら筋を配筋後、枝鉄筋を下側または上側に

向け所定の位置に固定する。

（２）ＭＡＸウエブレンの取り付け方向

ＭＡＸウエブレンはあばら筋に対して環状鉄筋が45°になるよう

に取り付ける。　　　

によっては図に示す数値以下であっても補強が必

要となる場合がある。従って開孔部の上下補強に

ついては設計担当者と協議検討のうえ決定する。

大梁

大梁 大梁

大梁 大梁小梁 小梁

柱

柱

柱柱

柱

MAXウエブレン

孔際あばら筋 一般部あばら筋

MAXウエブレン

MAXウエブレン

2枚の場合 1枚の場合 3枚の場合

dd：設計かぶり厚
X：一般部あばら筋ピッチ

dd dd
50 50X X X X

C1 C2

梁
せ

い
の

1/
3以

上
梁

せ
い

の
1/

3以
上

Ｄ１９以上で開孔縁からの長さは
定着最小長さ以上

開孔部上下の補強筋
　型で、一般部あばら筋
と同径、同種。
間隔は、一般部以下

dd：設計かぶり厚
X：一般部あばら筋ピッチ X X X X 50

50

dd dd

50
50 X X X X

45°

（可） （不可）

主筋

孔際あばら筋

MAXウエブレン

枝鉄筋

主筋

孔際あばら筋

MAXウエブレン

枝鉄筋

（RC造例） （SRC造例）

主筋 主筋

孔際あばら筋

MAXウエブレン

孔際あばら筋
MAXウエブレン

SD295A, SD345, SD390, SD490
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開口径
1％以上1％未満

2組1組　　 H＜150

3組2組150≦H＜300

3組3組300≦H 　　

（２）　孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

（１）　開口部あばら筋の組数は、開口が無いとした場合に配置されるあばら筋組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

ダイヤレンＮＳ

【1　組】 【2　組】 【3　組】

50

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋50

50

50 5050※ ※ ※

４．開口部あばら筋の配筋要領

梁貫通孔補強材 ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書

【ダイヤレンＮＳ　標準形状】

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表１．一般事項

サイズ
寸　　法

A CB D E
Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

8

10
13

16

210

230

95
80

100

127

155
183

183

55
65

65

289
289

289
296

325

100φ
(H≦115)

スリーブ径
(対応径)

形状 Ho

① 204
①

重量
(kgf/枚)

②
②

③

205

206
211

227

0.55
0.85

1.14
2.01

3.46

（特記外単位：mm）

45
45

F

45
48

55

５．開口部上下補強要領（350φ以上の場合）

（１）　本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に

　　　　優先して適用する。

（２）　本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター及び

　　　　（一社）日本建築学会の関連する諸指針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアルによる。

（１）　開口の左右に配筋する1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの1/2以上または450mm以上（開口径で

　　　　350mm以上）になる場合は、開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

（２）　開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下と

　　　　なるように配筋する。（丸鋼及びインデントは不可）

（３）　梁幅が400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重ね長さが25d（dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、

　　　　Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

（４）　水平補強筋は、一般部あばら筋より1段上の径以上とし（SD295A程度）、開口径の2.5倍以上の長さとする。

開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）

腹筋

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

水平補強筋

ダ
イ

ヤ
レ

ン
Ｎ
Ｓ

＋

キャップタイ

Ｕ型補強筋

D

　40mm以上とする。
※印部分のかぶり厚さは2.5H以上

（水平補強筋の長さ）

※

※
　　一段上の径以上)
(一般部あばら筋より
水平補強筋

H≧350

開口部上下補強筋
450mm以上

７．施工における注意事項

ダイヤレンＮＳ

保持鉄筋（SD295A程度）

（１）　補強設計によってダイヤレンＮＳが3枚以上になった場合で中子筋が無い場合は下図のように

　　　　保持鉄筋等に結束する。

（２）　ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

可 可 不可 不可

２．使用材料の適用範囲

（１）　コンクリート

（２）　鉄筋

　　　　　・ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004）、MK785（MSRB-0067）

柱 柱

３．貫通孔適用範囲

（１）　開口の形状は円形または多角形とし、多角形の場合はその外接円を開口とみなす。

（２）　開口径（H）は開口外径とし、750mm以下かつ梁せいの1/3以下とする。ただし、上下に複数の開口を

　　　　設ける場合は、当該複数孔の開口径の合計は梁せいの1/3以下とする。

（３）　隣接する開口の水平及び鉛直方向中心間距離（L）は開口径の3倍以上とし、隣接する開口の径が異なる

（５）　水平方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（L'）を梁せい以上とする。

D

　　　　場合は、両開口径の平均値の3倍以上とする。また、上下に複数の開口を設ける場合には、最大径の

　　　　範囲内にその他の開口を配置することとする。

 　　　 ただし、ダイヤレンＮＳをあばら筋の内側に施工することとする。

L'≧D L≧(H1＋H2)/2×3

H1 H2

HC1

HC2

（４）　へりあき（HC1,HC2）の最小寸法は下式による。

　　　　　へりあき≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－開口径H)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

H3,H4≦750mm かつ Σ(H3,H4)≦D/3

HC1,HC2≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－H1)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

L≧(H3＋H4)/2×3

H3＜H4のとき、
H3をH4の範囲内に配置する

L'≧1.5D

H3

H4

H1,H2≦750mm かつ H1,H2≦D/3

　　　　下図の「可」のように施工すること。
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※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

　開口中心までの距離

※表中Hoは、かぶり厚さ40mm、あばら筋16mmとした場合のコンクリート面から

　厚さを40mmとした場合の開口外径

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり
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Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

16

16

16

16

16

16
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16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

※へりあきの最小寸法

D
E

265

②1箇所溶接型
　(2重リング)

③2箇所溶接型
　(2重リング)

④1箇所溶接型
　(3重リング)

⑤3箇所溶接型
　(3重リング)

①一筆型
(2重リング)

（６）　上下に複数の開口を設ける場合の水平方向の開口位置は、L'を梁せいの1.5倍以上とする。

　　　 　　　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40㎜以上)

　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40mm以上)

　位置とし、標準は50mmとする。

※必要なかぶり厚さを確保した

（かぶり厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート面から

開口中心までの距離（Ho）を左表に示す。

かぶり厚さ＋あばら筋径

６．施工要領例

（１）　型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

　　　　（束ね配筋は、2組までは束ねることができるが、3組以上は束ねてはならない。）

（５）　孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

（３）　ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に4か所以上結束する。

（４）　スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（２）　補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、1組目は必要なかぶり厚さを

　　　　確保した所定の位置に配置し、2組目以降はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋

　　　　の間隔は、設計ピッチ以下とする。

（６）　開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

型

　　　　Fc＝21～100N/mm

　　　　　・主筋　　　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え685N/mm 以下の大臣認定品

　　　　　・あばら筋　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え1275N/mm 以下の大臣認定品

2 2

2 2

一般部あばら筋比（p ）w

2

（一財）日本建築センター　ＢＣＪ評定-RC0124-08
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 ◎仕様

梁貫通孔補強材 丸井産業株式会社

 ◎補強算定式

 ◎適用範囲

ＢＣＪ評定－ＲＣ０１８４－０７ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書
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図9　開孔上下部補強筋の形状例
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使用鉄筋径

MAXリンブレンK型

K5－2508

< K4シリーズ >　 　< K5シリーズ >

開孔際補強あばら筋

横筋

横筋

図8　開孔上下部の補強例

L2又はL2h以上※2

K4－1213

50mm以上

一般部あばら筋

腹筋 40d以上※1

横筋の定着長さは、※1又は※2の長さ以上とする。

L2又はL2h以上※2

開孔際補強あばら筋

開孔際補強筋

横筋

一般部あばら筋

シリーズ・呼び径

 表示シール

K5φ150

６

K4φ150

６

　　　　3）垂直方向に並列する2開孔が異径の場合、図7に示す様に、小開孔の開孔縁から開孔際補強あばら筋

　　　　　　までの距離が100mmを超える場合は、大開孔の小開孔側となる直上または直下に横筋を配置し、

　　　　　　小開孔の開孔際から50mmのかぶり厚さを確保した位置に開孔際補強筋を配筋する。開孔際補強筋は

　　　　　　大開孔の開孔縁から50mm以上のかぶり厚さを確保することとし、形状は図9を参考に決定する。

　　　　　　開孔際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、開孔際補強筋に丸鋼およびインデントの鉄筋

　　　　　　は用いないこととする。横筋は一般部あばら筋と同径以上とし、定着長さは大開孔の開孔際から40d

　　　　　　以上または、開孔中心から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上

 ◎標準配筋図

　　　　　　とする。

　　4、開孔上下部の補強（図8、9参照）

　　　　1）開孔径が250≦Hのときは開孔上下部補強を設計ピッチ以内（X´）で設ける。

　　　　2）開孔上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこと

 　　　　　とする。横筋は一般部あばら筋径と同径以上とし、定着長さは開孔際から40d以上または、開孔中心

 　　　　　から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上とする。

　　　　3）開孔上下部補強筋は開孔の上下縁から50mm以上のかぶりを確保し、形状は図9を参考に決定する。Hcが

   　　　　300mm未満の場合、(d)の形状としてもよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状の補強筋

 　　　　　を配筋する場合の重ね長さは、「JASS5」の直線重ね継手長さ以上を確保することとする。

図7　開孔際補強筋の配筋例

　<K4シリーズ>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 <K5シリーズ>

キャップ

　　　　4）垂直方向に開孔径が250mm以上の同径の2開孔が並列する場合、開孔間についても広範囲にわたって

 　　　　　無筋状態となることを避けるため、開孔上下補強筋と同様の配筋を行うこととする。

　　　　5）垂直方向に並列する2開孔が異径で大開孔の開孔径が250mm以上の場合、小開孔の開孔径にかかわらず

　　　　　 小開孔の上下部に開孔上下部補強筋を配筋することとし、小開孔の開孔際から開孔際補強あばら筋

　　　　　 までの距離が100mmを超える場合は開孔際補強筋を配筋することとする。

・MAXリンブレンK型の補強計算内容および結果は設計者、工事監理者、元請施工管理者が必ず確認して下さい。

・MAXリンブレンK型の採用に関しては、設計者および工事監理者の承認を得て下さい。

・MAXリンブレンK型の施工に際しては、元請施工管理者の管理の下に行って下さい。

※MAXリンブレンK型の採用・施工における注意点

主筋

　図5　ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け向き

適正な取付け向き3枚以上の配筋例2枚の配筋例

柱 柱主筋

図4　ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け

■ H<250　基本組数 1組 　■ 250≦H　基本組数 2組

図6　開孔径別のあばら筋基本配筋図
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主筋

捨て筋

あばら筋

主筋
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開孔際補強あばら筋開孔際補強あばら筋

ＭＡＸリンブレンＫ型

柱 梁
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2）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2018年版、「鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2014年改定、

　　　　

1、一般事項

1）本仕様書は、ＭＡＸリンブレンＫ型の標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

1）適用対応梁の構造

　　　・鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、主筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　2）開孔径及び、開孔位置

　　　　　1.00≦M/Qd≦1.55　且つ、H/D≦0.25の場合　　B≧max（0.4D ，C/2）  （mm）

　　　・梁の構造種別　　：　鉄筋コンクリート造及び、鉄骨鉄筋コンクリート造　　　・梁せい（D）    ：　D≧450（mm）

　　　　　　　　ただし、コンクリートの設計基準強度が60N/mm2を超えた場合は、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している高強度コンクリートとする。

2、適用範囲

　　　・柱際から開孔中心までの距離（B）：　B≧D　（mm）

　　　・梁上下端からのへりあき距離（Hc）　：　開孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とする。

　　　　　ただし、梁上下端からのへりあき距離については、ＭＡＸリンブレンＫ型があばら筋の内側に納まる距離を確保する。

　　　　　a）　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　18≦Fc≦60N/mm2

　　　　　a）　主筋    　  JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 590・685N/mm2級鋼の高強度鉄筋 

　　　　　b）　あばら筋  　JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 685・785・1275N/mm2級鋼の高強度鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、開孔上下部補強筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　　・引張鉄筋比（pt）　　：　pt≦2.5（％）　　ただし、下限値は0.4％または、存在応力（長期荷重による応力）による必要量の4/3倍のうち小さい方の数値以上とする。

　　　　　　　　　　　　　　SRC造の場合の下限値は、「SRC規準」に準拠する。

　　　・あばら筋比（pw）　　：　0.2≦pw≦1.2（％）　　ただし、SRC造の場合は0.1％以上とする。（非充複型鉄骨を用いた場合は0.2％以上）

　　　　　b）　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　21≦Fc≦100N/mm2

　　　・コンクリートの設計基準強度（Fc）

　　開孔周囲補強に有効な有効補強範囲（C）は開孔中心部より45度方向に発生するせん断ひび割れを想定して、図2に示す様に開孔中心部から45度に引いた線と上下の

　3、補強筋比の算定方法

　　補強範囲内に配置される開孔際補強あばら筋と一般部あばら筋の補強筋比とする。

　　3）補強量の範囲

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　pr≦1.0　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　pr≦1.2　（％）

　　　　　　基礎梁で開孔位置Bをmax（0.4D ，C/2）≦B＜Dとした梁　　pr≦0.38　（％）

　　　・有効補強範囲内のあばら筋比（ps）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　ps≦1.2　（％）

　　　・有効補強範囲内のせん断補強筋比（Σpwo＝pr+ps）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　0.2≦Σpwo≦1.8　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　0.2≦Σpwo≦2.2　（％）

　　主筋重心位置の交点の水平距離とし、C＝C1+C2とする。

　　また、基礎梁の梁端部に開孔を設け、有効補強範囲（C）が梁内に確保できない開孔位置の場合の有効補強範囲内のあばら筋比（ps）は、図3に示す様に、梁内の有効

　　ＭＡＸリンブレンＫ型の有効断面積（ar）の算定については、ＭＡＸリンブレンＫ型の開孔中心部から45度方向に対して所在する鉄筋が、せん断抵抗するものを仮定する。

　　また、広沢式の扱いによって有効断面積は公称断面積の√2倍とする。

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　ps≦1.0　（％）

　　　・ＭＡＸリンブレンＫ型の補強筋比（pr）

図1　貫通孔の適用開孔位置

( 1-1.61 ― )  pr・rσy + ps・sσy } bj

　　α：低減係数　α＝1.00　　pt：引張鉄筋比　　Fc：コンクリートの設計基準強度（N/mm2）　　M/Qd：せん断スパン比で、3以上のときは3とする。　　H：開孔径(mm)

　
  ＭＡＸリンブレンＫ型補強の有孔梁のせん断終局強度式（修正広沢式）

 　　D：梁せい(mm)　　pr：ＭＡＸリンブレンＫ型の補強筋比　　rσy：MAXリンブレンＫ型の規格降伏点（785N/mm2）ただし rσy=min(785,25Fc)　　ps：有効補強範囲内のあばら筋比

 　　sσy：有効補強範囲内のあばら筋の規格降伏点（N/mm2）　ただし　sσy=min(wσy,25Fc)　　b：梁幅(mm)　　j：応力中心間距離で、j=7d/8(mm) とする。　　d：梁の有効せい(mm)

　　1、施工に先立ち、設計図書又は、配筋図に基づき有孔梁の補強計算を行ない、補強筋量及び開孔位置を確認する。次にＭＡＸリンブレンＫ型の枚数及び、必要あばら筋組数を確認する。

　　2、ＭＡＸリンブレンＫ型には製品の型式が記載されたラベルが取付けてあるので、 適当な製品であるか又、変形や傷がないか、スペーサー部にキャップが付いているか必ず確認する。

　　　　キャップは使用鉄筋径別に色分けし、適用開孔径を表示している。

　　3、ＭＡＸリンブレンＫ型を直接地面に置くことは避け、各サイズ毎に整理し、雨・泥・油等で汚さないように保管する。

 ◎施工管理要領

 ◎標準配筋図

　　1、ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け

　　2、ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け向き

　　　　1）ＭＡＸリンブレンＫ型は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。（図5）

M/Qd+0.12

　　　　　取付け、ＭＡＸリンブレンＫ型を捨て筋に結束線等で取付け保持する。ＭＡＸリンブレンＫ型の配置は、コンクリートが十分に回る空きを確保することとし、バランスよく配置する。

 　　　1）ＭＡＸリンブレンＫ型の取付けは、開孔部1ヶ所に対して2枚以上用いて必ずあばら筋の内側へ取り付ける。ＭＡＸリンブレンＫ型を3枚以上必要とする場合は、図4に示すように捨て筋を

0.053pt
0.23(18+Fc)

Qsu1 = α {
H
D

図2　有効補強範囲 図3　（C）が梁内に確保できない開孔位置とした場合

　　3、開孔際補強あばら筋の基本配筋（図3参照）

　　　　1）開孔際補強あばら筋は、一般部あばら筋と同種同形状とし、基本組数を開孔径が、H＜250のとき開孔際に1組、250≦Hのとき開孔際に2組とする。

　　　　2）開孔際補強あばら筋は、開孔際から50mmのかぶり厚さとし、2組目以降は50mmピッチとする。

「建築工事標準仕様書・同解説（JASS5）」2022年改定、「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」2021年改定、「鉄骨鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」

2005年改定、日本建築センター「建築物の構造関係技術基準解説書」2020年版、公共建築協会「建築構造設計基準」令和3年版及び、「公共建築工事標準仕様書」

令和4年版による。

　　　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端部に塑性ヒンジが生じない基礎梁で、18≦Fc≦51N/mm2であり、

　　　・開孔径（H）　：　H≦D／3　　ただし、Hは外径とし　H≦750（mm）

　　　・開孔の水平方向中心間距離（A）　：　A≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）

　　　・開孔の垂直方向中心間距離（G）　：　G≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）　ただし、∑H≦D/3　且つ、基礎梁に2開孔までとする。
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(注)OSﾘﾝｸﾞの重量は、500S･300Lが約23kg、600S･350Lが約35kg、400Lは約50kg、450Lは約60kgと

　　重量物のため,移動の際はｸﾚｰﾝを用いる等、取扱には十分に注意する。

けがき、円形貫通孔(許容

差±2mm)をあける。貫通

孔の切断ﾊﾞﾘはｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ等

で除去する。貫通孔径は

OSﾘﾝｸﾞは最外径側を下に

して貫通孔の中心と合う

ように位置決めをする。

適用貫通孔径(*1)の範囲

とする事ができる。

OSﾘﾝｸﾞと貫通孔の中心の

ずれの管理値は｢OSﾘﾝｸﾞ

溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣による。

OSﾘﾝｸﾞをｼｬｺ万力等により

ｳｪﾌﾞ面に密着させる。OS

組立溶接は等間隔に3～4箇

所,1箇所の長さは40mm以上

1ﾊﾟｽとし,ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾄﾞになら

ﾘﾝｸﾞ外周に組立溶接を行う。

を行う。OSﾘﾝｸﾞの溶接部と

H形鋼のﾌｨﾚｯﾄ部またはﾋﾞﾙﾄ

H形鋼のﾌﾗﾝｼﾞとｳｪﾌﾞの溶接

部が重ならないように十分

注意する。

dw

ｼｬｺ万力等を外し,本溶接

■適用範囲

■H形鋼梁

■施工手順 ■溶接方法

■溶接材料

溶接はOSﾘﾝｸﾞ外周の全周すみ肉溶接とし,溶接姿勢は水平すみ溶接とする。必ず鉄骨ｳｪﾌﾞ面を上面に向け、溶接条件

(溶接姿勢・溶接環境等)を確保する。OSﾘﾝｸﾞの予熱温度は｢OSﾘﾝｸﾞ溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣による。

下記の表に示す規格を満たし、かつ、490N/mm 級高張力鋼に適用可能なものを使用する。

■溶接面の清掃

軟鋼、高張力鋼および低温用鋼用ﾏｸﾞ溶接及びﾐｸﾞ溶接ｿﾘｯﾄﾞﾜｲﾔ(JIS Z 3312)

軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆ｱｰｸ溶接棒(JIS Z 3211)

ｶﾞｽｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ溶接

被覆ｱｰｸ溶接

軟鋼、高張力鋼および低温用鋼用ｱｰｸ溶接ﾌﾗｯｸｽ入りﾜｲﾔ(JIS Z 3313)

溶接方法 種　　　　　類

■OSﾘﾝｸﾞとﾌﾗﾝｼﾞとのあき(a)

600mm＜B   　　 a=max(70mm,r+1.8S)

●軸力が作用する場合　の付加事項(適用軸力比[作用軸力/無孔梁降伏軸力]≦0.25)

　　　 B≦150mm a=max(24mm,r+1.8S)

a=max(30mm,r+1.8S)

a=max(40mm,r+1.8S)400mm＜B≦600mm

150mm＜B≦400mm

*15

*13

*14

梁ｳｪﾌﾞ

溶接面
溶接面

OSﾘﾝｸﾞ

梁ｳｪﾌﾞ

2mm以下

OSﾘﾝｸﾞ

S

S

■検査

OSﾘﾝｸﾞとｳｪﾌﾞ貫通孔の中心のずれの管理値は｢OSﾘﾝｸﾞ溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣による。

以上でなければならない。また,OSﾘﾝｸﾞと梁ｳｪﾌﾞすき間は2mm以下とする。

本溶接のすみ肉溶接ｻｲｽﾞは、OSﾘﾝｸﾞそれぞれに定められた必要すみ肉溶接ｻｲｽﾞ(S)

その他,外観･表面欠陥検査の合否判定は,｢日本建築学会：鉄骨精度検査基準｣

による。不合格となった欠陥箇所は適切な処置を行う。

OSﾘﾝｸﾞおよび梁ｳｪﾌﾞ溶接面は溶接に先立ち、水分･ｽﾗｸﾞ･ごみ･さび･油･塗料

はがれやすいｽｹｰﾙ、および、その他溶接に支障となるものは、あらかじめ

適切な方法で除去する。

L2

L2

d

L1

ae
'

L3

dw

e
' a

L2

D

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｼｱﾌﾟﾚｰﾄｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄ柱

鋼材の種類および製造方法

　形状(A) 建築基準法第37条二号 国土交通大臣認定材

　形状(B) 建築基準法第37条二号 国土交通大臣認定材

　形状(C) STKN490B 鋼管切断加工 または SN490B 厚板切断加工

形状(A) 形状(B) 形状(C)

　　　　　認定番号:MSTL-0558,0561,0601(SNR490B相当)　ﾛｰﾘﾝｸﾞ鍛造加工

　　　　　認定番号:MSTL-0558,0561,0601(SNR490B相当)　ﾛｰﾘﾝｸﾞ鍛造加工

梁せい(D)/梁幅(B)/ｳｪﾌﾞ厚(tw)

梁幅/梁せい比(D/B)

ｳｪﾌﾞ幅厚比(d/tw)

■H形鋼梁(幅厚比)

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

はりの部材種別がFA･FBﾗﾝｸは1/4以上

96　235/F 以下
*9

*8

1800mm以下/600mm  /以下/32mm  /以下*7

SS400,SM400,SN400,SM490,SN490,及びF≦325N/mm の大臣認定建築構造用鋼材

■H形鋼梁(鋼種)
*102

■貫通孔径(dw) ■連続孔間隔(L1)

1.5×dw以上(dwは大きい方),かつ,2/3×D以下　,かつ,

D-2(tf+a+tr)以下

1/2×D-(1/3×De-1/2×dw)≦e'≦1/2×D+(1/3×De-1/2×dw)

かつ、tf+a+tr+1/2･dw ≦ e' ≦ D-(tf+a+tr+1/2･dw)

*11

*12

OSﾘﾝｸﾞ同士のあきは70mm以上

2 *10

*9

及び,F≦440N/mm の大臣認定建築構造用鋼材

鋼種 SS400,SM400,SN400　,SM490,SN490,SM520,

塑性化が予想される領域　内*16

B/(2･tf)≦0.33･ E/F

d/tw≦2.4･ E/F-0.9･ E/F･A/Aw･N/Ny

塑性化が予想される領域　外 　　　　*16

B/(2･tf)≦0.53･ E/F

d'/tw≦2.4･ E/F-0.8･ E/F･A/Aw･N/Ny

6.0 以上

4.0 以上

■貫通孔径(dw) 

1/2×D以下、かつ、

■適用ｽﾊﾟﾝ比(L/D)

D-2(tf+a+tr)以下

Sﾀｲﾌﾟまたは Lﾀｲﾌﾟ片面

Lﾀｲﾌﾟ両面

*17

■OSﾘﾝｸﾞと他部材のあき

L2 70mm以上 L3 30mm以上

■SSﾀｲﾌﾟ適用ｽﾊﾟﾝ比(L/D)

片持梁小梁孔径比

1/6＜dw/D≦1/4  2.0 以上  1.0 以上

1/4＜dw/D≦1/2  6.4 以上  3.2 以上

1/2＜dw/D≦2/3 10.0 以上  5.0 以上

組立溶接

全周すみ肉溶接OSﾘﾝｸﾞ
ｼｬｺ万力

貫通孔

450

3.施工

(1)けがき・孔あけ (3)組立溶接 (4)本溶接(2)OSﾘﾝｸﾞ位置決め

孔径(do)

標準貫通

孔径(dw)

適用貫通
品名 形状

すみ肉溶接

φ600

φ500

φ450

φ100

φ125

φ150

φ175
φ151～

φ150

φ126～

φ125

φ101～

φ100

φ 75～
100S

100L

100SS

150L
A

B

A

B

A

B 102

100

100

122

122

144

120

ー

140

151127

125

125

151

177

5(6)

5(6)

9

5(6)

5(6)

9

5(6)

5(6)

13

14

26

13

12

22

11

1010

20

33

12

24149

171 39

13

ー

ー178152

150

125S

125L

150S

175S

177

150 208

178 176

202 44

27

29

600S

500S

450L

450S B

C

B

C

B

C

B

C

664600

683

575

558500

552

568

450S

450L

500S

600S

d d1 d2 br tr

寸法 (mm)

613

513

463

125SS

150SS

175SS

φ401～

φ450

φ451～

φ500

φ501～

φ600

(鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技術者による施工管理のもと,溶接施工を行うこと。OSﾘﾝｸﾞを溶接施工する際は,納品時に付属している｢OSﾘﾝｸﾞ溶接施工ﾏﾆｭｱﾙ｣を必ず確認すること)

梁ｳｪﾌﾞに貫通孔径(dw)を

ないように注意する。

±
2

・日本産業規格（JIS）
・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

本標準図に記載のない事項は下記による。

・鋼構造許容応力度設計規準　2019年改定版（日本建築学会）

鉄骨ばり貫通孔補強　ハイリング  工法設計施工標準 国土交通大臣認定：ＳＰスティック　MSTL-0451

日本建築センター評定：BCJ評定－ST0095

東京：ＴＥＬ.０３―４２１４―１９２８

東北：ＴＥＬ.０２２―２１３―５５９５

札幌：ＴＥＬ.０１１―７０８―１１７７

関西：ＴＥＬ.０６―６３９５―２１３３

中四国：ＴＥＬ.０８２―２４０―１６３０

北陸：ＴＥＬ.０７６―２３３―５２６０

2021年4月

中部：ＴＥＬ.０５２―５８２―３３５６

関東：ＴＥＬ.０２７―３２２―９４１１

国土交通大臣認定：ハイリング　MSTL-0234,0515,0544,0548

１．材質 ハイリング：HFW490,HR490（SN490B同等）またはSN490B規格

※1：国土交通大臣認定取得材（MSTL－0234,0515,0544,0548）

ＳＰスティック：HFW490rm（SN490B同等）

※2：国土交通大臣認定取得材（MSTL－0451）

２．型式・形状・寸法

Ｒタイプ、Ｂタイプ（ハイリング）

A

A-A断面 B部詳細

B部

A

d

d1

d2

d3

T
a

b
s

フランジ厚
型式貫通孔径

厚範囲

適用ウェブ

※1 ※2

内径

d bs

幅
採用

Ｔ
d1 d2

d3

外径
ａ

(kg)

質量

（単位：mm）

鉄骨ウェブ

下孔径

※1：応力検討等にて上記型式で対応できない場合は、別途お問い合わせください。

※2：内径dが600を超える場合は、別途お問い合わせください。

100Sφ100

φ450

150 100 12 14 8 0.32

φ125

φ150

φ175

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

125S

150S

175S

200S

250S

300S

350S

400S

450S 535 450 30 35 11 6.4

175

205

235

260

310

360

410

465

125

150

175

200

250

300

350

400

12

14

14

16

20

23

25

28

15

15

16

21

23

27

30

30

7

7

7

8

9

10

10

10

0.40

0.54

0.68

1.0

1.8

2.6

3.6

4.6

φ50-100

φ426-450

φ101-125

φ126-150

φ151-175

φ176-200

φ226-250

φ276-300

φ326-350

φ376-400

φ225 225S 285 225 16 21 8 1.2φ201-225

φ275 275S 335 275 20 23 9 1.9φ251-275

32以下

型式
標準孔径

厚範囲

適用ウェブ
採用B1

(kg)

質量適用可能

貫通孔径ｄ
B2 S tb a1

※1

※1：2ヶ分の質量

（単位：mm）

４．設計
ハイリング,SPスティックを用いて補強した有孔部の耐力が、孔位置に生じる応力を上回ることの確認が必要。

５．適用範囲及び適用規定

はりの鉄骨断面

貫通孔径（d）

はり材質

鉄骨はりウェブの幅厚比

鉄骨のはり成（D）

孔径比（d/D）

隣接する孔の最小ピッチ

梁端～

ハイリング(またはSPスティック)端～

偏心量（e）

ガセットプレートなどの端までの距離(G)

H形断面

φ100～φ600

95以下（塑性化領域　では部材種別FA・FBのみ）

2400mm以下

P≧1.5dかつP'≧20mm

2/3以下

400Ｎ/mm 級　490Ｎ/mm 級　520Ｎ/mm 級

2

1

12

D
Lh≧ max ,100

20mm以上

e≦
2

D-d
1

規　定項　目

ただし連続する孔の径が異なる場合は

径の平均のdをとる。

またP'とは隣接するハイリングまたはＳＰ

スティックのあきの寸法を示す。
d

P-P'=
2

3A
-

d 3B

2

構造種別

孔中心距離（Lh）

S造

（塑性化領域　　ではRCはり成の0.28以下とする）

φ100～φ600

P≧3.0dかつP'≧20mm

RCはり成(Drc)の0.4倍以上

1200mm以下

0.7以下かつRCはり成の0.4以下

SRC造

H形断面

ただしd≧　 Dではe=0

外径のあきの寸法で次式にて示す。

またP'とは隣接するハイリングの最大

ただし連続する孔の径が異なる場合は

径の平均のdをとる。

※3 SRC造では貫通孔の縁あきedを180mm以上確保し、貫通孔縁における梁主筋の適切なかぶり厚さを確保する。

400Ｎ/mm 級　490Ｎ/mm 級

※1 塑性化領域：梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成（SRC造の場合はＲＣはり成）の2倍以内の範囲（大きい方、L=はり内法長さ）

20mm以上

鉄骨のウェブ厚（tw） 32mm以下 32mm以下

＋ d

大ばりの塑性化領域の場合：

-(tf+rf+5)-　e≦
32

3

D

2
かつ

それ以外：
1

2
e≦ （D-2(tf+rf+5)-d　)

21

2
e≦

3
かつD-d e≦

95以下

鉄骨はり成(D)とフランジ幅(B)の比 D/B≦8 D/B≦8

鉄骨はり成(D)とRCはり成(Drc)の比 － D/Drc≧0.37

550Ｎ/mm 級　590Ｎ/mm 級　

塑性化領域

Lh

e d

Ｐ

d

G

B1

d3

G GP'

d3

D

塑性化領域

e

Lh

3Ad P'

d

3Bd

d

P

e
d

D

（注）RC部分の検討が別途必要。

D
r
c

補強タイプ Rタイプ、Bタイプ、R+Sタイプ、Sタイプ Rタイプ、Bタイプ

塑性化領域　への貫通孔 2ヶ所まで（ただし、貫通孔径の合計は2/3D以下） 1ヶ所まで

※2

G

Rタイプ

e≦
2

D-d
1

大ばりの塑性化領域の場合：

-(tf+2a1+25)-   -Se≦
2

3

D

2
かつ

それ以外：

－
-(tf+2a1+25)-   -Se≦

D

2

R+Sタイプ

Sタイプ -(tf+2a1+25)-   -Se≦
D

2 －rf:フィレット部半径

(ビルドHの場合は脚長)

tf:はりフランジ厚

（例）ハイリング同士の場合
d

P-P'=
2

3A
-

d 3B

2

※2 耐力確認により本規定以上の寸法が必要な場合がある。

梁に設計用軸力が作用する場合

適用不可
※4

※3

※4 補強パターンは設計者にてご確認の上、選択ください。補強パターン１の場合は軸力負担を考慮した有孔部断面で検討する。

補強パターン2の場合は軸力負担可能な断面を有するプレートにて貫通孔部を補強するものとし、補強プレートの貫通孔中央部断面が

軸力負担可能な断面積を有するよう設計者にて検討するものとする（センクシアでは補強プレートの設計、手配は行わない）。

補強タイプ：Rタイプ、Bタイプ　　孔径比(d/D)：1/2以下

塑性化領域：適用不可 　　　部材種別：FA・FBのみ　   

ｄ

2
-(tf+rf+5)-　

3D

2

ｄ

2

Sタイプ （SPスティック）

R+Sタイプ

100R+Sφ100

型式貫通孔径
厚範囲

適用ウェブ

φ450 10～32

5.5～19

φ125

φ150

φ175

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

125R+S

150R+S

175R+S

200R+S

250R+S

300R+S

350R+S

400R+S

450R+S

5.5～19

6～21

7.5～26

8～28

8～28

8～28

5.5～19

5.5～19

鉄骨ウェブ

下孔径

φ140

φ525

φ165

φ195

φ225

φ250

φ300

φ350

φ400

φ455

φ225 225R+S 6～21 φ275

φ275 275R+S 7.5～26 φ325

（ハイリング+SPスティック）

100R

125R

150R

175R

200R

250R

300R

350R

400R

450R

225R

275R

100S

125S

150S

175S

200S

250S

300S

350S

400S

450S

225S

275S

ハイリング SPスティック

使用金物

（単位：mm）
３．補強パターン（S造用）

※SRC造はRタイプ、Bタイプ

Rタイプ,Bタイプ

R+Sタイプ

Sタイプ

はり

ハイリング

SPスティック
ウェブ

はり
ウェブ

はり
ウェブ

ハイリング

SPスティック（2ヶ）

６．高さの納まり適用範囲

※Sタイプは小ばり・片持ばり

のみ適用可

Rタイプ SタイプR+Sタイプ

はり
ウェブ

はり
フランジ

ハイリング

A部

SPスティック

A部拡大図

※偏心の際は、

r1：rf+5mm以上（ハイリング外径～はりフランジ）

r2：25mm以下（SPスティック端～はりフランジ）=e1

r3：2a1mm以上（SPスティック端～はりウェブ下孔径）

偏心量eを考慮のこと

７．工場加工

７－２．溶接材料

「鉄骨工事技術指針・工場製作編(2007改訂)」（日本建築学会）等の指針に規定されるはり材と

７－４．ハイリング・SPスティックの鉄骨ばりへの取付け

確認し、はりウェブに孔をあける。

（１）はりウェブの孔あけ

組立溶接は、1パスとし下表による。

（4）本溶接

組立溶接完了後、はりを反転し、はり

ウェブとハイリングの本溶接を行う。

ハイリング

組立溶接

はりフランジ

はりウェブ

ハイリング・SPスティックの取付け位置を

ハイリングを取付ける下孔まわりのバリ、

溶接面の水分、ゴミ等は適切な方法で除去する。

溶接姿勢は下向きとする。

本溶接は、a以上ウェブ厚tw以下とする。

溶接は、段部が隠れるまで溶接する。

（6）検査参照。

ハイリング・SPスティック（490N/mm 級）で強度ランクの高い方の材料に適した溶接材料を使用する。

（5）余盛

はりウェブ余盛高さhは、段部が隠れた

状態で3mmを標準とし、許容差

ハイリング

本標準図に規定される以外の事項は、『鉄骨工事技術指針』、『建築工事標準仕様書（JASS6）』、

『建築構造用高性能590N/mm 鋼材(SA440)設計・溶接施工指針』等、関係基準・指針による。

はりウェブ鋼種がSA440の場合は、サイズは6mm

以上で長さ50mm以上とする。

７－１．施工指針
ハイリングの施工に関する指針は以下の通りとする。

７－３．予熱

鋼材の種類や板厚により、必要に応じて適切な条件を選定する。

ただし、はりウェブ鋼種がSA440の場合の予熱は右表を目安とする。

予熱の範囲は、溶接線の両側100mmの範囲とする。
気温が5℃以下の場合は、上記+25℃の予熱温度とする

溶接方法 SA440

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

100℃以上

60℃以上

補強タイプ 孔の許容差

Rタイプ,Bタイプ

Sタイプ

-0,+4mm

±2mm

（２）位置決め

はりフランジ

はりウェブ

罫書き

ハイリング・SPスティックの取付け位置に罫書きを入れる。

（３）組立溶接

SPスティック

SPスティック

ハイリング

箇所数

脚長

2～4ヶ

4～6mm程度

SPスティック

2ヶ

4mm程度

ビード長さ 40mm以上 40mm以上

組立溶接

ハイリング

SPスティック

SPスティックのはりフランジ側以外の

面をはりウェブと隅肉溶接する。

溶接サイズは、a1以上かつa1の1.5倍以下

とし、溶接目安が隠れるまで溶接する。

（6）検査参照。

溶接面

溶接端部はSPスティックのR部付け根

以上まで溶接する。

ハイリング

SPスティックは1つの貫通孔に2つ、同一はりウェブ面に

（2ヶ）

±3mmとする。

余盛高さhは、隅肉サイズa1の

0.6倍以下とする。

SPスティック

はりウェブ

余
盛
h

（6）検査

溶接部の検査は、目視による外観検査とする。

注意：連続孔の場合は、ハイリングを同じ向きで溶接するとはりが歪む場合があります。

可

不

段部が隠れるまで溶接

されていない

必要溶接サイズａを

確保できていない

サイズ 長さ

はり
ウェブ

ハイリング

ハイリング

ハイリング

ハイリング

はり
ウェブ

はり
ウェブ

はりウェブ

SPスティック

はりウェブ

SPスティック

必要溶接サイズａ1

を確保できていない

SPスティック

はりフランジ

はりフランジ

SPスティック

SPスティック

（7）設置許容差（SPスティック）

（a）はりフランジとの隙間e1 （b）中心のズレe2

（c）傾きe3 （d）はりウェブとの隙間e4

rfmm≦e1≦25mm

rf:フィレット部半径

(ビルドHの場合は脚長)

e2≦10mm

e3≦3mm e4≦3mm

はりフランジ

SPスティックの設置許容差は（7）参照。

はりウェブ

取付ける。取付け時はSPスティックの取付目印（突起）が

はりフランジ側になるように取付ける。

R部付け根

センクシア株式会社

Bタイプ
R+Sタイプ

ハイリング

SPスティックハイリング

ハイリング

SPスティック

SPスティック

Bタイプ

SRC造

S 造

φ100
100R 5.5-19 φ140

100
22 8.5 115 130 150 5.5 1.1

100B 8.5-29 φ145 32 12 114 135 155 8.5 1.7

φ125
125R 5.5-19 φ165

125
25 10 139 155 175 5.5 1.4

125B 8.5-29 φ175 32 14 145 165 185 8.5 2.5

φ150
150R 5.5-19 φ195

150
25 10 169 185 205 5.5 2.0

150B 9-31 φ205 36 14 172 195 215 9 3.5

φ175
175R 5.5-19 φ225

175
25 10 199 215 235 5.5 2.6

175B 9-31 φ230 36 18 200 220 240 9 4.5

φ200
200R 6-21 φ250

200
25 12 225 240 260 6 3.1

200B 9-31 φ260 40 18 227 250 270 9 5.9

φ225
225R 6-21 φ275

225
25 12 250 265 285 6 3.5

225B 9-31 φ290 40 20 259 280 300 9 7.5

φ250
250R 7.5-26 φ300

250
28 12 272 290 310 7.5 4.1

250B 10-32 φ320 45 22 286 310 330 10 9.9

φ275
275R 7.5-26 φ325

275
28 12 297 315 335 7.5 4.4

275B 10-32 φ340 50 24 304 330 350 10 11

φ300
300R 8-28 φ350

300
28 12 322 340 360 8 4.8

300B 11-32 φ370 55 26 331 360 380 11 14

φ350
350R 8-28 φ400

350
32 14 370 390 410 8 6.3

350B 11-32 φ425 60 28 384 415 435 11 19

φ400
400R 8-28 φ455

400
32 14 425 445 465 8 8.0

400B 11-32 φ480 62 30 439 470 490 11 24

φ450
450R 10-32 φ525

450
50 22 487 515 535 10 19

450B 14-32 φ550 74 38 505 540 560 14 41

φ500
500R 10-32 φ575

500
50 22 537 565 585 10 21

φ550

φ600

G'

のみ適用可

0mm以上

SPスティック端～

フランジスプライスプレートの距離(G') 0mm以上 －

可

端部目印

端部目印無用 端部目印有用

はりフランジ

SPスティック端部目印

端部目印まで溶接されていない

Ｒ部付け根まで溶接されていない

※１　ＳＰスティックは納入時期により端部目印が無い場合があります。

※１

※１

注意

ＳＰスティックはハンチ

部分に取り付けることは

出来ません。

600R 10-32 φ680
600

55 22 639 670 690 10 29

600B 15-32 φ700 80 40 650 690 710 15 57

550R 10-32 φ630
550

55 22 589 620 640 10 27

550B 15-32 φ655 75 40 610 645 665 15 54

500B 15-32 φ610 75 40 565 600 620 15 52

a1:SPスティック溶接高さ

軸力範囲：-0.25Ny～+0.25Ny（Ny：はりの軸耐力）

補強パターン1：ハイリングのみ

補強パターン2：ハイリング＋PL補強

ただし、シアスパン比（L/D）が6以下の場合は梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成の1倍以内の範囲（大きい方）

ただし、フィレットrfに干渉しないこと
九州：ＴＥＬ.０９２―４５２―０３４１

※1

※2

※1

2

2 2

2 2

2 2

※1

※1

3

2

3

d

2

d 3

2

d 3

2

2

2

20°

30°

1.5 （段部）
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1.形状寸法及び鋼種 2.設計

岡部株式会社
TEL:03(3624)6201

(OSﾘﾝｸﾞの採用を検討の際は,｢OSﾘﾝｸﾞ工法設計ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ｣を必ず確認すること)

■検討および使用の決定

2

貫通孔無しで構造設計を行った結果から得られる貫通孔位置の存在応力に対して,OSﾘﾝｸﾞ工法を用いた貫通孔部分の耐力が上回る事を確認する必要があるので,OSﾘﾝｸﾞの使用の決定は構造設計者により行う。

０Ｓリング 工法設計施工標準図鉄骨梁貫通孔補強工法
Ｒ

L2

一般財団法人日本建築ｾﾝﾀｰによる一般評定 「BCJ評定-ST0135-13」（2023年10月19日付）
2023年10月作成

■偏心量(e')

ds

*1 *4

A

*5

*3

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*2

*2

*2

*2

*2

*2

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*3

*2

*2

*2:形状(C)において梁ｳｪﾌﾞ貫通孔径をOSﾘﾝｸﾞ内径(d)まで拡げたい場合は  

   必ず事前に岡部㈱に問い合わせること。

*3:形状(C)は製造上,最大11mm小さくなる事があるので納まりに注意すること。

*8:塑性化しない場合は制限なし。

*4:括弧内の数値は,梁鋼種がSA440の場合のすみ肉溶接ｻｲｽﾞを示す。

*5:SSﾀｲﾌﾟは大梁には適用不可とする。 

2

2

記号の説明

 tf:ﾌﾗﾝｼﾞ厚, De:De=D(ただし, D>1200の場合De=1200)

 d:D-2･tf, d':D-2･tf-2･r(ﾋﾞﾙﾄHの場合は,D-2･tf)

 r:ﾛｰﾙH形鋼のﾌｨﾚｯﾄ又はﾋﾞﾙﾄH形鋼の溶接ｻｲｽﾞ

 N:作用軸力(=A･F), Ny:無孔梁降伏軸力

 dw:貫通孔径, d:OSﾘﾝｸﾞ内径, tr:OSﾘﾝｸﾞ肉厚

 S:OSﾘﾝｸﾞのすみ肉溶接ｻｲｽﾞ

 A:無孔梁断面積, Aw:無孔梁ｳｪﾌﾞ断面積, E:梁のﾔﾝｸﾞ係数 

 F:梁の許容応力度の基準強度, L:ｽﾊﾟﾝ

*1:原則,梁ｳｪﾌﾞ貫通孔径は標準貫通孔径とする。

   ただし,適用貫通孔径(dw)の範囲内で小さくすることができる。

*7:鋼種がSS材,SM材又はSN400Aの場合は25mm以下とする。

*9:FC･FD,または,鋼種がSN400Aの場合は塑性化部に適用不可とする。

*10:適用可能鋼材ﾘｽﾄは,設計ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸの5ﾍﾟｰｼﾞを参照すること。

*6:梁せい(D)が750mm以上で、かつ,梁幅＜0.9･Dの関係を満たせば,1000mm。

*14:仮設金物等も含む｡但し,他部材よりOSﾘﾝｸﾞを後付けする場合は,

    B>600mmならば70mm以上,400mm＜B≦600mmならば40mm以上とする。

*6

*14

*11:F>385N/mm は1/2･D以下。

*12:F>385N/mm は1/2･D-(1/4･De-1/2･dw)≦e'≦1/2･D+(1/4･De-1/2･dw)。

*16:梁の材端からL/10,又は,2Dのうち大きい方の範囲。

*15:ﾌﾞﾚｰｽ付ﾗｰﾒﾝ構造等,梁に作用する軸力を梁の断面算定に考慮する場合。

*17:塑性化が予想される領域に設ける場合の補強仕様毎の適用ｽﾊﾟﾝ比(L/D)。

*13:すみ肉溶接ｻｲｽﾞが6mm以下の仕様に限る。

CタイプＢタイプＡタイプ

12×R1（R2）
8×R14×R1

①

②

③

④

※7

1. 工法概要 2. 構成部品

4. 施工

3. 適用範囲・使用条件

8
1

5

3

7
2

6

4
FDリ ング FDリ ング

余盛り （ ⊿h）

    フリードーナツゼロ 工法標準図

e1min～e1max

L2

2 1

Max( L/10 , 2D )
Max( L/10 , 2D )

※8

1 2

塑性化が予想さ れる領域
※8

塑性化が予想さ れる領域

鉄骨梁貫通孔補強工法

底目地表面

（一財）日本建築センター　BCJ評定-ST0128-06

71(36)

×
枚数

（枚）

プラグ溶接用孔形状呼び径 重量
板厚

孔径 溶接孔深さ
内径 長さ

孔数
外径

製品記号 タ
イ
プ

FDリング FDスリーブ

  (kg)d

FD125N

FD175N

FD250N

FD200N

FD300N

FD390N
FD340N

FD100N

FD150N

FD420N（FD420Ns）

FD500N（FD500Ns）

FD580N（FD580Ns）

A

B

B

B

B

C

B

B

A

A

C

C

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

16

19

19

20×4

23×8

23×8

23×8

23×8

4 20×

23×4

ー

－

－

ー

ー

ー

※2

※3

※3

※3

(個) R1(R2) FDtw
Lsds

127

175

249

200

298

387

337

102

151

60

60

60

60

60

60

60

60

60
175

250

200

300

420

390

340

100

150

580

500

125

Dr t

35(17)

53(27)

3.0

3.8

5.8

7.8

23×8

×12

23×8

×12

×12

31(42)

37(50)

37(50)

23

10

13

18

18

207

300

396

346

470

570

500

181

256

9

9

9

9

9

9

9

9

9

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

604

704

804

Dr Dr Dr

FDtw

FDtw

Dr /2Dr /2

L3

20

Dr Dr

L3

e1

e1

L2

 L1

20

D

R1 R1

 

R2

R1

 

dw

Ls

R2

L

L2

［2.3］ プラグ溶接孔形状
（FDリング Ａ、Bタイプ）

（FDリング Cタイプ）

※4　適用する梁材の材質

※8　梁端部からの距離が梁の長さ(Ｌ)の1/10以内、または梁せい（Ｄ）の2倍以内の範囲。

台上に整理整頓して保管する。
入荷したフリードーナツゼロは、曲がりや変形、ねじ部に傷がつかないように平坦な

(2) 溶接技能者はJIS Z 3841に規定された半自動溶接技術検定試験の種類

    またはWES2級の資格を有する経験者とする。
（1）溶接作業の品質を管理する溶接技術者は、鉄骨製作管理技術者2級

場合はYGW21,YGW22,YGW23,YGW24を使用することが出来る。

（1）溶接姿勢は下向きとする。

（2）溶接部は溶接に先立ち、水分、ごみ、さび、油、塗料などの溶接に支障の
あるものを取り除く。

（3）気温-5℃未満の場合は溶接を行わない。

（4）予熱は梁ウェブの材質により以下の指針に準拠して行う。

（6）溶接開始位置は特に定めないが、
     溶接順序は対角線上に行う。

（7）プラグ溶接は、十分な溶け込みが得られるように、初層は確実に行う。

初層の十分な溶け込みを得るために、トーチ角度を20°～30°に保つよう

まわしながら行う。

FDリングの取付け位置を確認し
ウェブにケガキし下孔をあける。

注）下孔まわりのバリをグラインダー

注） FDリングが梁フィレット部に
　　 干渉しないことを確認する。

    等で取り除き、FDリングとの接
    触面の浮きさび、汚れ等を除

（8）余盛り高さ(⊿h)は0mm＜⊿h≦4mmとする。

（5）FDリングと梁ウェブの隙間(肌すき)は1mm以下とする。

（1）組立て溶接は原則として行わない。

（2）組立て溶接を施す場合は、

　　 プラグ溶接孔内に組立て溶接を施してはならない。
　　 ならないようなビード長さ、脚長ピッチを確保する。
     FDリングの縁に施し、ショートビードに

が均等になるようにする。
を考慮しFDスリーブの両側の出
FDリングの位置は、ウェブの厚み
ングの位置を調節する。
リーブを1枚外し、もう一方のFDリ
セット組みされているFDリング・ス

FDリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに密着させる。
注）FDリングの溶接用孔をけがき線に合わせる。
注）FDリングを１枚で、且つ連続孔を同じ向きで
　　溶接するとはりが歪む場合があります。

(2)で用意したFDリング・スリ

注)FDリングの溶接用孔を
   けがき線に合わせる。

 ーブをウェブ孔に挿入する。

FDリングの溶接用孔(全箇所)をプラグ溶接する。
(FDリングが１枚の場合は(７)に進む。)

注）プラグ溶接は底目地表面
　 より[4.4](8)に規定する余盛
　  りを確保するよう行う。

FDリングの溶接用孔(全箇所)を

プラグ溶接はFDリングの表面より

するよう行う。

[4.4](8)に規定する余盛りを確保

プラグ溶接する。
梁を反転する。

梁を反転する。 FDリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに

注）溶接用孔が梁長さ方向に直交する
密着させる。

　  ようにセットする。

(2)で取り外したFDリングを
 FDスリーブに螺合し,締め付ける。
 溶接用孔を利用して追い締めする。

(4)に同じ。 スラグ・スパッタを除去する。
目視にて外観検査を行う。

スラグ・スパッタを除去する。
目視にて外観検査を行う。

(3)に同じ。

    去する。

TMCP鋼 ： (別紙第1)グレード別の適用範囲と別記事項(日本鉄骨評価センター)
SA440 ： 建築構造用高性能590N/㎜ (SA440)設計・溶接施工指針 2004年版(日本鉄鋼連盟)

規格 種類
（mmφ）
ワイヤ径 アーク電圧

（V） （A）
アーク電流

注）　本工法は、横補剛が必要な梁の横補剛を不要とするものではない。

・（別紙第1）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）

・鉄骨工事技術指針・工場製作編　2018年改定版　（日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針・工事現場施工編　2018年改定版　（日本建築学会）
・建築工事標準仕様書・同解説　JASS6鉄骨工事　2018年改定版（日本建築学会）

管理許容差

JIS Z 3312

　　　表記となる(重量についても同様)。

Min( d, D/2 )以上

20mm+Dr/2 以上

Dr /2+Dr /2+20mm 以上

1800mm以下

32mm以下

F値440N/mm 以下

0.66以下

塑性化が予想される領域に
貫通孔を設けることはできない。

ただし、FC,FDランクの梁で、

貫通孔の数
設けることができる
予想される領域に
塑性化が

ただし、F値385N/mm を超える梁ウェブに本工法を用いる場合には、
ＦＤリング最外縁のプラグ溶接中心位置が、梁せい中心から梁フランジ側に、
梁せいの37.5%を超えて取り付くことは出来ない。

FDリングがH形鋼梁の
2箇所まで

制限なし

材質

梁せい

梁ウェ ブ厚

幅厚比

孔径比

項目 適用範囲

(D)

項目 適用範囲

旭化成建材株式会社
TEL　03-3296-3515

したFDリング2枚とおねじ加工したスリーブ管(FDスリーブ)1ケからなり

YGW11
YGW18 1.2、1.4 28～40 280～360

±2ｍｍ

2 ※4

1 2

フィレットに干渉しない範囲

※6

2

　フリードーナツゼロ（以下、本工法）は、鉄骨梁のウェブ貫通孔補

強工法である。

　ウェブ貫通孔の両側にドーナツ状の平鋼（FDリング）を密着させた

後、FDリングに設けられた溶接用孔内と梁ウェブとをプラグ溶接し、

FDリングと梁を一体化させウェブ貫通孔を補強する。

　部品の構成は、呼び径φ100からφ390までのものは、めねじ加工

［2.1］FDリング ［2.2］FDスリーブ

［4.1］保守管理

［4.2］資格

［4.3］溶接材料及び溶接条件

［4.4］プラグ溶接の注意点

［4.6］施工手順

［4.5］組立て溶接

［3.1］梁の材質・寸法に関する規定 ［3.2］取付け位置に関する規定※1

・溶接構造用圧延鋼材(SM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B、SM490C、

・建築構造用圧延鋼材(SN400A、SN400B、SN400C、SN490B、SN490C、SN490C-TMC)

・建築構造用TMCP鋼材(TMCP325B、TMCP325C、TMCP355B、TMCP355C、
　梁に軸力が作用する場合は使用不可とする。

　梁の材軸に対し鉛直方向(梁せい方向)に複数の貫通孔は不可とする。

注）

注）

※7　カタログ参照。

梁の応力に対する検討は、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

※6　梁の応力状態によって、これ以上の距離が必要になる場合がある。

※5　d:貫通孔径(呼び径)(mm)

　　　　　　　　　　　　　　　　　TMCP385B、TMCP385C、TMCP440B)

・建築構造用高性能590N/mm 鋼材(SA440B、SA440C、SA440B-U、SA440C-U)

　　　　　　　　　　　　　　　　SM490YA、SM490YB、SM520B、SM520C)

e1:梁天端からFDリング
   中心までの距離

   梁材軸方向中心間距離
L3:隣り合うFDリングの

   およびガセットプレート端
   からFDリング中心までの距離

L2:ウェブスプライスプレート端

L1:梁端からFDリング中心
　　までの距離　

(4)プラグ溶接 (5)梁の反転

(4)梁の反転(3)プラグ溶接(2)位置決め

(2)位置決め

(6)プラグ溶接 (7)検査・完成

(8)検査・完成(7)プラグ溶接

(1)梁ウェブの孔あけ

【共通】

材　質

A・B

タイプ

【FD100N～FD390N】

(3) FDリング・スリーブのセット (6) FDリングのセット

(5) FDリングのセット

2

2

における下向（SA-2F、SA-3F）の資格を有する者とする。

溶接材料及び溶接条件の標準は下表の通りとする。ただし梁材がSA440材の

・建築構造用高性能590N/㎜（SA440）設計・溶接施工指針　2004年版（日本鉄鋼連盟）2

（d ／ D）
※5

その他　： 鉄骨工事技術指針・工場製作編(日本建築学会)

SM-FD490A3 MSTL-0579　（F値325N/mm　）

2022年10月作成

C
建築基準法第37条第二項に基づく指定建築材料

・一般構造用圧延鋼材(SS400)

2枚(もしくは1枚)で構成されている。

呼び径φ420以上のものについてはスリーブ管は使用せず、FDリング

単位（mm）・ フリードーナツゼロの種類と構成部品

※1　呼び径φ420以上はFDスリーブを
　　　使用しない。

※2　FD100N～FD390N:FDリング2枚とFDスリーブ1個の合計 FD420N～FD580N:FDリング2枚の合計

※3　Ｃタイプ(FD420N～FD580N)は、片側補強(FDリング1枚)と両側補強(FDリング2枚)があり、片側補強仕様の場合は表中の()内の

【FD420N～FD580N(FD420Ns～FD580Ns含む)】

記号
下孔径

dw
（mm）

FD100N

FD125N

FD200N

FD250N

FD150N

FD175N

FD300N

FD340N

117

142

168

193

358

590

430

510

409

219

270

321

FD390N

FD420N(s)

FD500N(s)

FD580N(s)

2STK400(JIS G 3444) (F値235N/mm  )

SM-FD490A2 MSTL-0320　（F値325N/mm　）

SM490Ａ (JIS G 3106) (F値325N/mm　)

材　質

2

2

2

Scale

Total

No.

　　

図面名工事名File  No.

　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所
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　　２０１７号第

号第SEKKEI
HIBINO

株式会社

伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士事 務 所

日 比 野 設 計
神奈川県知事登録

構造設計：横浜構造設計　株式会社
一級建築士事務所　神奈川県知事登録　第１０６６０号

　　　　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
一級建築士　第２１０５８９号　秦　　陽二

　　　

特記DataAdm. Chief Des. Des.

日比野 輿水 秦 NO SCALEエルマッドS工法　特記仕様書

５．　配合計画

４．　施工計画

３．　特記事項

１．　工法概要

２．　一般事項

本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、ブロック状の均質な

地盤改良体を築造する工法である。

本地業は、本特記仕様書によるほか下記を参考とする。

改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況により設計仕様

６．　施工要領

室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い配合を決定する。

を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けて変更することができる。

７．　施工管理項目

９．　報告書

８．　品質管理

特殊土用固化材（六価クロム対応品）

高有機質土用固化材

高炉セメントB種

・変動係数       

・設計基準強度      

・固化材の種類　　　

・粉砕混合方式　　　

・供試体の採取方法　

・工事業者　　　　　 専門業者による責任施工

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」：（財）日本建築センター

「建築基礎構造設計指針」：日本建築学会

改良体の強度確認

検査手法Ａによる品質検査とし、材令２８日の平均強度が合格判定値を上回ることを確認する。

支持層の確認

電気比抵抗値測定

で測定する。

基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は別途検討する。

②　改良範囲の確認

①　施工位置の確認

③　支持地盤までの掘削

スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法 特記仕様書

本工事に使用する工法は「　エルマッドS工法　」同等とする。（建設技術性能証明取得工法）

頭部サンプラーにより採取

①　改良面積

②　掘削深さ

③　支持層

④　掘削精度

⑤　改良体積

⑦　固化材液の積算流量

⑧　電気比抵抗値

⑨　施工天端

⑥　混合ローターの積算羽根切回数(1000回/m3)、攪拌混合度
Vd     =    25 ％

①　工事目的

②　工事概要

③　計画・設計の条件

④　施工計画(施工機械・作業計画・材料計画・工程計画)

⑤　施工管理計画

⑥　品質管理計画

⑦　安全管理計画

⑧　技術資料

⑨　その他

①　土質分析(単位体積重量・含水費・粒度組成)

XL:合格判定値

ka:合格判定係数

合格判定値を下回る場合は、その原因を調査して監督員と協議のうえ適切な処置を施す。

モールドコア供試体は50φ×100H　とする。

採取頻度は検査対象１５０ｍ３当りに1回とする。

採取には頭部サンプラーを使用する。

改良体より採取したモールドコア供試体による一軸圧縮試験を行う。

測定結果は工事報告書に添付する。

改良体の攪拌混合度を確認するために実施する。

掘削時に所定深度でサンプリングを行い、土質柱状図、土質サンプルと照合して確認する。

所定深度まで掘削時に支持層を確認する。

①　施工管理記録 

②　工事写真 

③　品質検査結果

④　材料出荷証明

工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。

σd:標準偏差

Fc:設計基準強度

Vd:変動係数(25%)

Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

1

1.71.9

2 3

1.6

4～6

1.5

9～

1.3

7～8

1.4

抜取箇所数Ｎ

合格判定係数ka

④　改良幅・改良深さの計測

⑤　計測初期値セット

⑥　固化材液と土を攪拌混合

⑧　改良天端レベルの調整

③　一軸圧縮試験(材令7日)

④　六価クロム溶出試験

撹拌バケット

Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc・Vd/(1-1.3Vd)}

バケット先端に取り付けた電気比抵抗センサーにより、改良体中の電気比抵抗値をリアルタイム

②　試験練り(JGS 0821-2000に準拠)

工事に先だち下記事項を記載した施工要領書を監督員に提出し承諾を受ける。

⑤　試験結果を室内配合試験報告書にまとめて提出し、監督員の承認を得る。

<推定配合量>

W/C =    % , 固化材(C)=    kg/m3

Ｆc    = 　1050　 kN/m2

支持層 :玉石混じり砂礫

１３２

⑦　電気比抵抗値の測定（混合土のモニタリング）

26.03 （仮称）南あたみこども園建設等工事
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屋上フェンス関係図面１
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屋上フェンス関係伏図

特記以外

軒の高さ(水上)＝設計ＧＬ＋７７２０

（ｎ） 軒の高さ(水上)からの鉄骨レベルを示す。
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伊　東 陽　子２７４６５０一 級 建 築 士

一 級 建 築 士 事 務 所
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（仮称）南あたみこども園建設等事業

特記DataAdm. Chief Des. Des.

26.03日比野 輿水 秦
　　　　　　　　　　　（構造設計一級建築士 3739号)
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断  面  図

１／３０(A1)
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断面リスト

柱　　　脚

断  面  図

記　　　号

柱　　　脚

Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４

Ｈ－１２５×１２５×６.５×９ Ｈ－１００×１００×６×８

(STKR400)

□－１５０×１５０×９

ＢＰＬ－16×310×200(SS400)
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特記DataAdm. Chief Des. Des. 図面名

１／３０(A1)

１／６０(A3) 　　　
日比野 輿水 秦 屋上フェンス関係図面２

１３４
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